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重要なお知らせ 
 

• 取扱説明書(以下、本書と称します）の複写、転載は当社の許諾が必要です。無断で複写転載

することは固くお断りします。 

• 本書を紛失または汚損されたときは、お買い上げの販売店もしくは当社までお問合せくださ

い。 

• 製品の仕様および本書の内容は、予告なく変更される場合があります。 

• 本書の説明で、製品の画面に表示される内容は、状況によって異なる場合があります。イラ

ストのキーや画面は、実際の字体や形状と異なっていたり、一部を省略している場合があり

ます。 

• 記述内容の解釈の齟齬に起因した損害、障害については、当社は一切責任を負いません。 

• 地震・雷・風水害および当社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、お客様

の故意または過失・誤用・その他異常な条件下での使用により生じた損害に関しては、当社

は一切責任を負いません。 

• 製品の使用または使用不能から生ずる付随的な損害（記憶内容の変化・消失、事業利益の損

失、事業の中断など）に関しては、当社は一切責任を負いません。 

• 万一、登録された情報内容が変化・消失してしまうことがあっても、故障や障害の原因にか

かわらず、当社は一切責任を負いません。 

• 当社が関与しない接続機器、ソフトウェアとの組み合わせによる誤動作などから生じた損害

に関しては、当社は一切責任を負いません。 

 

 
干渉軽減について他船から申し入れがあった場合は、広帯域魚群探知機、複数周波を用いる魚群

探知機、単一周波を用いる魚群探知機の順で、使用周波数の変更、送波音圧レベルの低減の措置

を講じてください。 
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安全にお使いいただくために 
 

本取扱説明書に使用しているシンボル 

本取扱説明書には、以下のシンボルを使用しています。各シンボルの意味をよく理解して、保守点検

を実施してください。 

 

シンボル 意味 

 

警告マーク 
正しく取り扱わない場合、死亡または重傷を負う危険性があることを示します。 

 

高圧注意マーク 
正しく取り扱わない場合、感電して死亡または重傷を負う危険性があることを示
します。 

 

注意マーク 
正しく取り扱わない場合、軽度の傷害または機器が損傷する危険性があることを
示します。 

 

禁止マーク 
特定の行為を禁止するマークです。禁止行為はマークの周辺に表示されます。 

 

装備上の注意事項 

 

内部の高電圧に注意 
生命の危険に関わる高電圧が使用されています。この高電圧は、電源スイッチを
切っても回路内部に残留している場合があります。高電圧回路には不用意に触れ
ないように、保護カバーや高電圧注意のラベルが貼付されています。安全のため
に、必ず電源スイッチを切断し、コンデンサーに残留している電圧を適切な方法
で放電してから、内部を点検してください。保守点検作業は、弊社公認の技術者
が実施してください。 

 

船内電源は必ず「断」 
作業中に不用意に電源スイッチが投入された結果感電する事があります。このよ
うな事故を未然に防ぐため、船内電源ならびに本機の電源スイッチは必ず切断し
てください。さらに、「作業中」と記載した注意札を本機の電源スイッチの近く
に取り付けておくと安全です。 

 

塵埃に注意 
塵埃は呼吸器系の疾患を引き起こすことがあります。機器内部の清掃の際には塵
埃を吸い込まないように注意してください。安全マスクなどの装着をお勧めしま
す。 
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装備場所の注意 
過度に湿気のこもる場所、水滴の掛かるところに装備しないで下さい。表示画
面の内側に曇りが発生したり、内部が腐蝕する場合があります。 

 

静電気対策 
船室の床などに敷いたカーペットや合繊の衣服から静電気が発生し、プリント
基板上の電子部品を破壊することがあります。適切な静電気対策を実施したう
えで、プリント基板を取扱ってください。 

 

送受波器の装備 

送受波器は、気泡やノイズの影響が無い場所に装備してください。気泡やノイ

ズは、本機の性能を著しく損ないます。 

 

取扱上の注意事項 

 

分解・改造をしないでください。故障・発火・発煙・感電の原因となります。

故障の場合は、販売店もしくは当社へ連絡してください。 

 

発煙・発火のときは、船内電源と本機の電源を切ってください。火災・感電・

損傷の原因となります。 

 

残留高圧に注意 

電源を切断後数分間は、高電圧が内部のコンデンサーに残留していることがあ

ります。内部を点検する前に、電源切断後少なくとも５分待つか、又は適切な

方法で残留電圧を放電してから作業を始めてください。 

 

本機に表示される情報は、直接航海用に供するためのものではありません。航

海には必ず所定の資料を参照してください。 

 

ヒューズは規定のものを使用してください。規定に合わないヒューズを使用す

ると、火災や発煙、故障の原因となります。 

 

必ず、送受波器を水中に入れてから、送信してください。水中に入れずに送信

すると、故障の原因となります。 
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はじめに 
 

CVS-875Dは任意の4周波を表示できる表示機一体型の15インチLCDデジタルカラー魚探です。 

本機は最新のデジタル処理を備え、あらゆる条件下で水中状況を的確に表示します。 

CVS-877D はブラックボックスタイプで、お好きな外部モニターに接続してご使用いただけます。

（外部モニターおよび接続ケーブルは、お客様手配品となります。） 

 

本機の主な特徴は下記の通りです。 

• 広帯域送受波器を使用する多周波魚探です。 

• メニュー上の簡単な操作で広い周波数範囲に渡って最大４周波までの任意の周波数を設定するこ
とができます。 

• 多くの単周波送受波器にも対応しており、メニュー上の簡単な操作で送受波器名を設定することで
周波数、送信出力等を設定できます。 

• デジタル受信処理により、浅場での高分解能と深場でのノイズ除去能力を両立させています。 

• オープンブリッジにも装備可能な高い防水性です。（CVS-875D のみ対応） 

• 全国 690 箇所以上の港の潮汐データを、グラフと数値で表示できます。 

• 魚群などの状態を、音で聞けるソナトーン®（ソナー音）機能を装備しています。 

• 500 画像の画像記憶が可能です。また、オプションの GPS を接続し画像記憶呼出中にイベントキ
ーを押すことで、その場所に簡単に戻れる操船指示機能（ホーミング機能）を利用できます。 

• 各種の警報機能が使えます。（海底、魚群、水温＊、船速＊、到着＊、コースずれ＊、電源） 
（注：＊印はオプションの接続が必要です。） 

• 表示機および操作部のフラッシュマウント装備は、前方からの取り付けにより容易です。（表示機
のフラッシュマウント装備は CVS-875D のみ対応） 

• アナログ RGB 出力の標準装備により、外部モニターへ映像を表示できます。本体から離れた場所
でも魚探映像を観測できて大変便利です。（外部モニターはお客様手配品となります） 

• USB メモリーや SD カードを用いてデータの読み書きを行うことができます。 

• 操作部別筐体なので離れた場所からの操作が可能です。 
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メニュー一覧 
 

工場出荷値は、太字、下線で示しています。 

 

1. 「シフト／M 断」キー 

  シフト OFF    

  レンジモード    

2. 「普通／拡大」キー 

 普通／拡大     

3. 「感度右つまみ」、「感度左つまみ」 

 個別感度      

 連動感度      

4. 「レンジ」キー 

 連動レンジ   

 個別レンジ    

 拡大レンジ   

  

5. 「シフト」キー 

 連動シフト     

  個別シフト     

6. 「輝度 」キー 

 画面輝度    

 パネル輝度   

7. 「イベント」キー 

  

8. 「F1」キー 

  

  

  

9. 「F2」キー 

  

  

  

10. 「←｜←／NAV」キー 

 映像送り     

  

 NAV 画面表示     

 

（OFF、ON） 

（オートレンジ、マニュアル、オートシフト） 

（普通レンジ操作、拡大レンジ操作） 

（0.0～10.0：TVG 方式 TVG 方式マニュアル 3.0、海底基準 5.0、高分解能 3.0） 

（0.0～10.0：0.0） 

（5.0、10.0、20.0、50.0、100、150、300、500ｍ：50.0ｍ） 

（5.0、10.0、20.0、50.0、100、150、300、500ｍ：50.0ｍ） 

（1、2.5、5、7.5、10、15、20、25、30、40、50、60、70、80、90、 

100、120、140、160、180、200、220、240、260ｍ：10ｍ） 

（0～3000ｍ：0ｍ） 

（0～3000ｍ：0ｍ） 

（1～10：10） 

（1～10：10） 

（位置保存、画像記憶、ホーミング） 

（シフト桁入力、干渉除去、色消し、雑音抑圧、背景色、TVG 調整、 

ホワイトライン、A スコープ、画面入替え、画面タイトル、VRM 追従間隔、 

目的地航法開始、画像記憶呼出し、周波数、イベントキー用途、キーロック、 

（シフト桁入力、干渉除去、色消し、雑音抑圧、背景色、TVG 調整、 

ホワイトライン、A スコープ、画面入替え、画面タイトル、VRM 追従間隔、 

目的地航法開始、画像記憶呼出し、周波数、イベントキー用途、キーロック、 

 

（OFF、NAV１画面、NAV２画面、潮汐グラフ） 

（スピード-2、スピード-1、スピード 0、スピード１、停止、スピード２（１／１）、 

スピード３、スピード４、スピード５、スピード６、スピード７、スピード８、スピード９） 

測深単位、色調、海底底質モード） 

測深単位、色調、海底底質モード） 
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11. 「メニュー」キー 

 映像調整 干渉除去       

         ランダム送信     

 色消し        

 雑音抑圧       

 送信出力（高周波）  

 送信出力（低周波）  

 ダイナミックレンジ高 1 

 ダイナミックレンジ高 2 

 ダイナミックレンジ低 1 

  ダイナミックレンジ低 2 

     背景色         

      色調         

 強調         

 送信間隔     （0～20） 

 ＴＶＧ ＴＶＧ方式    

 ＴＶＧ強度 高１ 

 ＴＶＧ深度 高１  

 ＴＶＧ始点 高１  

 ＴＶＧ強度 高２ 

 ＴＶＧ深度 高２  

 ＴＶＧ始点 高２  

 ＴＶＧ強度 低１ 

 ＴＶＧ深度 低１  

 ＴＶＧ始点 低１  

 ＴＶＧ強度 低２ 

 ＴＶＧ深度 低２  

 ＴＶＧ始点 低２  

 表示設定１ Ａスコープ      

 ホワイトライン    

 合成タイプ      

 映像送り方向     

 画面入替え     

 画面分割       

 拡大表示画面幅  

 拡大画面分割   

                  サブ水深表示     （OFF、m、fm、I.fm、ft、ヒロ） 

                  ボトムハードネス       (OFF, 自動選択、高周波１、高周波２、低周波１、低周波２) 

 海底固定拡大海底位置 （10%、20%、30%、40%、50%） 

                  海底底質拡大海底位置 （10%、20%、30%、40%、50%） 

（OFF、弱、強） 

（0～50％：0%） 

（0～10：0） 

（20、30、40、50、60、70、80、90、100、オート） 

（20、30、40、50、60、70、80、90、100、オート） 

（12～30dB：24dB） 

（明るい青、青、紺、濃紺、黒、明るい緑青、緑青、暗い緑青、白、ナイトモード） 

（モノクロ、８色、16 色、64 色） 

（マニュアル、海底基準、高分解能） 

（1～50：20） 

（2～1000m：70ｍ、6～3300ft、1～550fm、1～610I.fm、1～660 ヒロ） 

 （2～30m：2ｍ、6～100ft、1～16fm、1～18I.fm、1～20 ヒロ） 

 （1～50：20） 

（2～1000m：97ｍ、6～3300ft、1～550fm、1～610I.fm、1～660 ヒロ） 

 （2～30m：2ｍ、6～100ft、1～16fm、1～18I.fm、1～20 ヒロ） 

 （1～50：20） 

（2～1000m：185ｍ、6～3300ft、1～550fm、1～610I.fm、1～660 ヒロ） 

 （2～30m：2ｍ、6～100ft、1～16fm、1～18I.fm、1～20 ヒロ） 

 （1～50：20） 

（2～1000m：210ｍ、6～3300ft、1～550fm、1～610I.fm、1～660 ヒロ） 

 （2～30m：2ｍ、6～100ft、1～16fm、1～18I.fm、1～20 ヒロ） 

 （OFF、ON） 

（OFF、１、２、３、４、５、オート） 

（A、B、C、D、魚群魚体長 1、魚群魚体長 2、魚群魚体長 3） 

（←｜←、→｜→、←｜→） 

（A｜B、B｜A） 

（縦、横） 

（広、中、狭） 

 （標準、縦） 

 

（12～30dB：24dB） 

（12～30dB：24dB） 

（12～30dB：24dB） 

（OFF、１、２、３） 

（OFF、ON） 

A 
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  表示設定２ スケール表示    (OFF、ON) 

 スケール位置    

 スケール数値    

 レインボーパターン 

 画面タイトル    

 水温グラフ    

 水温グラフ範囲   

 水深文字サイズ   

 水深表示位置    

 水温文字サイズ   

 船速表示      

 探知範囲表示    

 ＶＲＭ追従間隔   

 ＶＲＭ表示     

  レンジ設定 レンジ操作     

 レンジ登録１   

 レンジ登録２   

 レンジ登録３   

 レンジ登録４   

 レンジ登録５   

 レンジ登録６   

 レンジ登録７   

 レンジ登録８   

  シフト設定 シフト操作     

 シフト方式     

 シフト値登録１   

 シフト値登録２   

 シフト値登録３   

 シフト値登録４   

 シフト値登録５   

 シフト値登録６   

 シフト値登録７  

 シフト値登録８   

 部分拡大シフト位置 

  測深設定 海底検出範囲    

           測深元選択     （自動選択、高周波１、高周波２、低周波１、低周波２） 

           測深限界設定    （100～4000ｍ：1500ｍ、660～2600 ヒロ：987 ヒロ） 

                     海底検出方式     （エッジ、レベル） 

 

A 

B 

（端、中央） 

（小、中、大） 

（OFF、ON） 

（周波数、高１ 低１） 

（OFF、５分、１０分、１５分、３０分、６０分） 

（２℃、５℃、１０℃） 

 

）） 

（OFF、小、中、大） 

（下、上） 

（OFF、小、中、大） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） 

（0.0～100.0ｍ：0.0ｍ、0.0～65.0 ヒロ：0.0 ヒロ） 

（指定画面、全画面） 

（全画面同一レンジ、画面個別レンジ） 

（1.0～3000ｍ ：5.0ｍ、1.0～2000 ヒロ：5.0 ヒロ） 

 （1.0～3000ｍ ：10.0ｍ、1.0～2000 ヒロ：10.0 ヒロ） 

 （1.0～3000ｍ ：20.0ｍ、1.0～2000 ヒロ：20.0 ヒロ） 

 （1.0～3000ｍ ：50.0ｍ、1.0～2000 ヒロ：50.0 ヒロ） 

 （1.0～3000ｍ ：100ｍ、1.0～2000 ヒロ：100 ヒロ） 

 （1.0～3000ｍ ：150ｍ、1.0～2000 ヒロ：125 ヒロ） 

 （1.0～3000ｍ ：300ｍ、1.0～2000 ヒロ：200 ヒロ） 

 （1.0～3000ｍ ：500ｍ、1.0～2000 ヒロ：320 ヒロ） 

（全画面同一シフト、画面個別シフト） 

（数値、レンジ対応、登録値、レンジ割合） 

（0～1000ｍ：10ｍ、0～660 ヒロ：10 ヒロ） 

 （0～1000ｍ：20ｍ、0～660 ヒロ：20 ヒロ） 

（0～1000ｍ：30ｍ、0～660 ヒロ：30 ヒロ） 

 （0～1000ｍ：40ｍ、0～660 ヒロ：40 ヒロ） 

（0～1000ｍ：50ｍ、0～660 ヒロ：50 ヒロ） 

 （0～1000ｍ：60ｍ、0～660 ヒロ：60 ヒロ） 

 （0～1000ｍ：70ｍ、0～660 ヒロ：70 ヒロ） 

 （0～1000ｍ：80ｍ、0～660 ヒロ：80 ヒロ） 

 （0.0～3000ｍ：0.0ｍ、0～2000 ヒロ：0.0 ヒロ） 

（表示範囲内、表示範囲外） 
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  警報１ 海底警報      

 海底警報上深度 

   

 海底警報下深度  

  

 魚群警報      

 魚群警報開始深度  

 魚群警報範囲    

 魚群下レベル 

 魚群上レベル 

 魚群警報信号長     

 魚群警報画面    

  警報２ 水温警報      

 水温警報範囲上   

 水温警報範囲下   

 船速警報      

 船速警報速度    

 到着警報      

 コースずれ警報   

 航法警報範囲    

  航法 目的地航法開始   

 目的地航法解除   

 目的地編集     

 目的地削除 

          データ書き込み 

          データ読み込み 

  画像 画像記憶呼出し   

 画像記憶コメント  

 画像削除 

          データ書き込み 

          データ読み込み 

  固定値設定 パルス幅高 1    

 周波数帯域幅高 1   

 パルス幅高 2    

 周波数帯域幅高 2   

 パルス幅低１    

 周波数帯域幅低１   

 パルス幅低２    

 周波数帯域幅低２   

（OFF、ON） 

（水温警報範囲下～45.0℃：20.0℃） 

（-5℃～水温警報範囲上：15.0℃） 

（0～80kn：0kn） 

（5～999ｍ：10ｍ） 

（目的地：No.1～No.10） 

（いいえ、はい） 

（目的地：No.1～No.10） 

（目的地：No.1～No.10） 

（画像：No.1～No.500） 

（画像：No.1～No.500） 

（画像：No.1～No.500） 

（短、中、長） 

（狭、１、２、３、４、５、広） 

（短、中、長） 

（狭、１、２、３、４、5、広） 

（短、中、長） 

（狭、１、２、３、４、５、広） 

（短、中、長） 

（狭、１、２、３、４、５、広） 

（OFF、ON） 

（0.0～3000ｍ：5.0ｍ、0.0～2000 ヒロ：3.0 ヒロ） 

（1.0～3000ｍ：50.0ｍ、1.0～2000 ヒロ：33.0 ヒロ） 

（短、中、長） 

（高周波１、高周波２、低周波１、低周波２） 

（OFF、ON 範囲内、ON範囲外） 

（OFF、ON 範囲上、ON範囲下） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） 

（0～63：0） 

（0～63：63） 

（0～海底警報下深度-1ｍ：5.0ｍ、 

0～海底警報下深度-1 ヒロ：3.0 ヒロ） 

（海底警報上深度+1m～3000ｍ：50.0ｍ、 

海底警報上深度+1 ヒロ～2000 ヒロ：33.0 ヒロ） 

（SD カード、USBメモリー） 

（SD カード、USBメモリー） 

（SD カード、USBメモリー） 

（SD カード、USBメモリー） 

B 
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12. 「サブメニュー」キー 

 

 システム イベントキー用途    

       

       

  

 操作ガイド       

 機能ガイド       

 ヘッダー表示      

 簡易メニュー      

 ＣＭキー用途      

 映像の感度変化タイプ  

 感度範囲 

泡切れ 

         時計表示    

 入出力 内部ブザー音量     

 水温データ入力元    

 外部同期入力  

         外部同期ディレイ 

 同期未受信動作 

 外部同期出力 

 NMEA モニター 

 NMEA 送信間隔 

         プロッター接続 

 NMEA1 ボーレート      

（NMEA2）     DBT 出力      

 DPT 出力      

 GGA 出力      

 MTW 出力      

 TLL 出力      

 VHW 出力      

 VTG 出力      

 ZDA 出力      

 GLL 出力      

HDT 出力      

 MWV 出力      

 RMC 出力  

 

 

（位置保存、画像記憶、ホーミング） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） 

（CM 自動記憶、CM 手動記憶、画面モード） 

（画面全体、最新映像のみ） 

（OFF、弱、強） 

（OFF、小、中、大） 

（センサー、NMEA） 

（OFF、_↑¯、¯↓_ 、ネットファインダー） 

 

)NMEA） 

（NMEA1、NMEA2） 

,OFF、弱、強） 

（4800bps、9600bps、19200bps、38400bps） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） （OFF、ON） 

Ｆ1 キー設定 

Ｆ2 キー設定 

（シフト桁入力、干渉除去（F2）、色消し、雑音抑圧、背景色、TVG 調整、 

ホワイトライン、A スコープ、画面入替え、画面タイトル（F1）、 

VRM 追従間隔、目的地航法開始、画像記憶呼出し、周波数、 

イベントキー用途、キーロック、測深単位、色調、海底底質モード） 

（OFF、ON） 

（停止、オート） 

,OFF、弱、強） 

（1 秒、2 秒、3 秒） 

,OFF、弱、強） 

（ _↑¯、¯↓_ ） 

,OFF、弱、強） 

（OFF、Olex、Nobeltec、その他） 

（標準、広） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） 

（4800bps、9600bps、19200bps、38400bps） 

 

C 
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 補正 吃水          

 音速          

 水温          

 船速          

 感度（ＴＤ）      

 電源周波数調整   

   ボトムハードネス調整  （範囲：1～10：4、感度：0～50：30） 

 ヒービング ヒービング      

 高周波ＴＤ船首尾   

 高周波ＴＤ左右    

 高周波ＴＤ高さ    

 低周波ＴＤ船首尾   

 低周波ＴＤ左右 

          低周波 TD 高さ 

          ヒーブ入力信号切替 

          ピッチ入力信号切替 

 ロール入力信号切替    

 ＴＤ設定  高周波ＴＤの種類    

     

  

  

 

 

高周波ＴＤ１設定    

 高周波ＴＤ２設定    

 低周波ＴＤ１設定    

 低周波ＴＤ２設定    

 海底検出開始位置 高  

 海底検出開始位置 低 

   

基本設定 言語選択 

   

 距離・船速単位     

 測深単位        

 水温単位        

 時差設定        

 ＧＰＳ選択       

 ＧＰＳ初期化設定 

（-10.0～10.0m：0.0m、-6.0～6.0 ヒロ：0.0 ヒロ） 

（-7～2％：0％） 

 （-10.0～10.0：0.0） 

（-10.0～10.0：0.0） 

:OFF、弱、強） （-50～50、高１：0、高２：0、低１：0、低２：0） 

:OFF、弱、強） （100.0～130.0：107.0） 

（OFF、ON） 

（-100.0～100.0m：0.0m） 

（-100.0～100.0m：0.0m） 

（-100.0～100.0m：0.0m） 

（-100.0～100.0m：0.0m） 

（-100.0～100.0m：0.0m） 

（-100.0～100.0m：0.0m） 

（0.0～10.0ｍ：2.0ｍ） 

（周波数：24.0～240.0kHz：38.0ｋHz、指向角：1～120°：20°） 

（周波数：24.0～240.0kHz：50.0ｋHz、指向角：1～120°：10°） 

（周波数：24.0～240.0kHz：130.0ｋHz、指向角：1～120°：11°） 

（周波数：24.0～240.0kHz：200.0ｋHz、指向角：1～120°：7°） 

（0.0～10.0ｍ：2.0ｍ） 

（英語、日本語、ギリシャ語、スペイン語、イタリア語、フランス語、 

韓国語、タイ語、中国語 1、中国語 2、デンマーク語） 

（NM,kn、km,km/h、sm,mph） 

（ｍ、fm、I.fm、ft、ヒロ） 

（℃、°F） 

（-12.0～14.0：0.0）（注：日本語選択時は、初期値 9.0） 

（その他、光電製GPS、V102、VectorG1、 V104s、V200s） 

（いいえ、はい） 

低周波ＴＤの種類 

（OFF、ON） 

（OFF、 

広帯域型：TDM-052A、TDM-062A、TDM-083、R-209、R-309、 

TDM-091、TDM-091D、TDM-071、TD340-K、 

TD360-K/TD361-K、TD380-K 

その他：その他(1 周波)、その他(2 周波)、TD-282、TD-401D、 

TD-501C、TD-501T-3、TD-501B、TD-751、TD-2001D、 

TD-284/284A、TD-404T、TD-504T、TD-504F、TD-754、 

TD-66、TDM-031D、TDM-041、TDM-041D） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） 

C 

D 
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カスタマイズ 色変更       

  

  

  

  

 色配分       

  

魚群魚体長色調整 

           海底底質モード 

 ネットファインダー色 

           表示方向        (標準、左側上、下側上、右側上) 

保守 デモ映像       

 デモ映像選択 

キーロック      

 工場出荷時設定    

 システムチェック   

 目的地全削除     

 画像全削除      

 プログラム更新 

 設定値データの保存 

 設定値データの反映 

   

 

（水深表示内側、水深表示縁、魚群警報バー、海底警報バー、拡大範囲バー、 

スケール内側、スケール枠、スケール数字内側、スケール数字縁、 

水温グラフ線、VRM 線、VRM数値内側、VRM 数値縁、 

VRM 等間隔線、VRM 間隔数値内、VRM 間隔数値縁、水温表示内側、 

水温表示縁、船速表示内側、船速表示縁、ヘッダー表示） 

（0～99、赤：90、橙：78、黄色：66、緑：53、青緑：39、水色：25 

青：12） 

（OFF、ON） 

（OFF、ON） 

（CM1、CM2、CM3、CM4、CM5、CM6、システム全体） 

（パネルテスト、LCD テスト、XID） 

（いいえ、はい） 

（いいえ、はい） 

（パソコン接続、SD カード、USB メモリー） 

（SD カード、USBメモリー） 

（SD カード、USBメモリー） 

（浅場、中間、深場） 

（0～30：0） 

（OFF、1、2、3） 

D 

 

（赤、茶、白） 



—このページは空白ですー 
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第1章 映像調整／表示設定 

1.1 送信出力を変更する 

 

送信出力（パワー）の強さを変更できます。 

水深が 50m 以下で浅い場合に映像の感度が

高すぎることがあります。そのような場合に

[送信出力]を低くすることによって、感度を適

正にできます。また他船の魚探に干渉を与えて

いるとき、送信出力を弱めると他船の魚探に対

し干渉雑音が抑えられます。 

 

 
1.1.1 送信出力（高周波） 
 

映像調整 - 送信出力（高周波） 

 

送信出力（高周波）を変更した場合、高周波側

に接続されている送受波器の送信出力調整が

できます。    

    

１．     を押します。  

          

     

２． [映像調整] － [送信出力（高周波）]を 

選択します。 

 

 

３．  の「 」を押します。 

 

 

    送信出力（高周波）設定ボックスを表示

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、送信出力を選択し 

ます。    

      

 数値が小さい方が、送信出力が弱くなります。    

         

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

   

        
1.1.2 送信出力（低周波） 
 

映像調整 - 送信出力（低周波） 

 

送信出力（低周波）を変更した場合、低周波側

に接続されている送受波器の送信出力調整が

できます。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [映像調整] － [送信出力（低周波）]を選

択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

     

 

送信出力（低周波）設定ボックスを表示

します。 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、送信出力を選択し

ます。 

 

 数値が小さい方が、送信出力が弱くなります。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

注意：[オート]は、測深レンジに応じ

て送信出力が変化します。浅いほど

送信出力を抑制し、深いほど送信出

力を増加させます。 

注意：送受波器が空中にある時（上架中）は絶対に送信してはいけません。空打ち禁止です。破損

します。 
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1.2 映像の強弱の表現範囲を変更する 

 

映像調整 - ダイナミックレンジ*1高１、高２、

低１、低２ 

 

反射信号の強弱（色の階調）の表現範囲が変更

できます。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [映像調整] － [ダイナミックレンジXX]

を選択します。 

 

 

３．  の「 」を押します。 

    

  

ダイナミックレンジ XX 設定ボックスを

表示します。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、数値を選択します。 

 

数値が小さいときは、強弱の信号変化の表現範

囲が狭く、弱い信号が目立たなくなります。数

値が大きいときは、表現範囲が広く、弱い信号

も見えるようになります。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

1.3 深度の浅い反射と深度の深い反射の強

度を均等にする  

 

TVG 方式の［海底基準］、[高分解能]は、海底

信号が一定レベルに見えるようにしてありま

す。［マニュアル］は、深度による魚の反射強

度を均等に見えるようにすることができます。 

 

 

ここでの主な変更項目は以下の通りです。 

・ TVG 方式を変更する 

・ TVG 強度を変更する 

・ TVG 深度を変更する 

・ TVG 始点を変更する 

 

 

 
1.3.1 TVG 方式を変更する 
 

TVG*2 - TVG 方式 

 

TVG は、超音波の水中伝播における減衰を補

正して、深度の深いところの反射と浅いところ

の反射の強度を均一にして映像を表示させる

機能です。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [TVG] － [TVG 方式]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

      

 

TVG 方式設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、方式を選択します。 

 

 

 

 

*1 ダイナミックレンジ：画像の青から赤までの信号の範囲を広げたり狭くしたりする機能のこと。 
*2 TVG(Time variable gain)：深度の上下では信号の強さが違うため、これを補正する機能のこと。 

注意：[オート]は、測深レンジに応じ

て送信出力を調整します。浅いほど

送信出力を抑制し、深いほど送信出

力を増加させます。 
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「海底基準」「高分解能」では、全てのレンジ

で海底信号が一定レベルになるように補正し

ます。TVG始点で始点となる深度より浅い深

度の補正の掛かり具合を変更できます。 

 

「マニュアル」は、TVG 強度、TVG 深度、

TVG始点を希望する特性になるようにユーザ

ーが設定します。（基礎編の 2.2.6 項の[TVG

の調整をする]を参照） 

 

TVG を調整するには、 

・TVG 強度で感度変化の傾きを設定します。 

・TVG深度で補正の基準となる深度を設定 

します。 

・TVG 始点で補正の開始深度を設定します。 

 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

1.3.2 TVG 強度を変更する 
 

TVG - TVG 強度 高 1、高 2、低１、低２ 

 

浅深度ほど感度を下げる感度変化の傾きを調

整します。 

 

１． を押します。 

 

２． [TVG] － [TVG 強度 XX]を選択し

ます。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

     

 

TVG 強度 XX 設定ボックスと TVG

強度グラフをを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、数値を設定します。 

 

値が大きくなるほど傾きが急（感度変化量が大

きい）となり、小さくすると傾きが緩やか（感

度変化量が小さい）になります。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 
1.3.3 TVG 深度を変更する 
 

TVG - TVG 深度 高 1、高 2、低１、低２ 

 

補正の基準となる深度を調整します。 

この基準深度より浅い深度の反射信号をこの

基準深度と同じ感度に補正します。 

 

１． を押します。 

 

２． [TVG] － [TVG 深度 XX]を選択し

ます。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

     

 

TVG 深度 XX 設定ボックスと TVG

深度グラフを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、深度を設定します。 

 

値が大きくなるほど補正基準深度が深くなり、

浅いところほど感度が下がります。 

注意：[TVG 方式]の[マニュアル]を

選択したときは、周波数ごとに設定

をしてください。 
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値が小さくなるほど補正基準深度が浅くなり、

浅いところの感度は上がります。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.3.4 TVG 始点を変更する 
 

TVG - TVG 始点 高 1、高 2、低１、低２ 

 

浅い深度で補正が効きすぎているとき、補正の

開始深度を調整します。開始深度より浅い深度

では補正量は、開始深度と同じになります。 

 

１． を押します。 

 

２． [TVG] － [TVG 始点 XX]を選択し

ます。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

     

 

TVG 始点 XX 設定ボックスと TVG

始点グラフを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、深度を設定します。 

 

値が大きくなるほど補正開始深度が深くなり、

浅いところほど感度が上がります。 

値が小さくなるほど補正開始深度が浅くなり、

浅いところほど感度が下がります。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

1.4 A スコープを表示する 

 

表示設定１ - A スコープ 

 

Ａスコープは、最新の送受信信号１回分の魚探

映像のエコーの強さを横幅として表現し、強い

反応は幅を広く、弱い反応は幅を狭く表示し、

反応を見やすくできます。 

A スコープは、魚探映像の送り方向に合わせ、

最新の映像が表示される位置のとなりに表示

されます。 

＜表示例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

１．      を押します。 

 

 

２． [表示設定１] － [A スコープ]を選択し

ます。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

     

 

 

注意：[TVG 方式]の[マニュアル]を

選択したときは、周波数ごとに設定

をしてください。 

注意：周波数ごとに設定をしてくださ

い。 

送り方向 A スコープ 
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A スコープ設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、表示するときは、

[ON]を、やめるときは、[OFF]を選択し

ます。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

1.5 ホワイトラインを表示する 

 

表示設定１- ホワイトライン 

 
海底の表面が一定の幅で白く抜けて表示され
るので、根付きの魚群を判別しやすくなります。 

 

ホワイトライン

 

 

１． を押します。 

 

 

２． [表示設定１] － [ホワイトライン]を選

択します。    

  

 

 

３．       の「 」を押します。 

     

 

ホワイトライン設定ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、ホワイトラインの

線の太さを選択します。1 が最も細く、5

が最も太く表示されます。オートは海底

反射強度に応じてホワイトラインの太さ

が変化します。表示をやめるときは、

[OFF]を選択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。

   

 

1.6 画面を変更する 

 
画面は使用環境により見やすいように変更で
きます。 

 

 

ここでの主な変更項目は以下の通りです。 

・ 魚探映像の背景色を変更する 

・ 魚探映像の表示色を変更する 

・ 魚探映像の強い反応を強調する 

・ スケールを表示する／表示しない 

・ スケールの位置を変更する 

・ スケールの数値の大きさを変更する 

・ レインボーパターンを表示する／表示 

 しない 

・ 画面タイトルを周波数にする／高１、 

 低１にする 

・ 映像の送り方向を変更する 

・ 画面の表示順番を変更する 

・ 映像の分解能を詳しく表示する／時間の

経過を詳しく表示する 

・ 拡大画面の幅を変更する 

・ 拡大画面を縦に表示する 

・ 海底固定拡大の海底位置を変更する 

・ 海底底質拡大の海底位置を変更する 

・ 画面表示の方向を変更する 
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＜画面配置図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.6.1 魚探映像の背景色を変更する 
 
映像調整 - 背景色 

 

周囲の明るさに応じて、画面の背景色を変更で
きます。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [映像調整] － [背景色]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

     

 

背景色設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、背景色を選択しま

す。  

 

ナイトモードを選択時、背景色を暗い色にする

と共に画面輝度も同時に下げるように動作し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 
1.6.2 魚探映像の表示色を変更する 
 
映像調整 - 色調 

 
魚探映像の表示色を変更できます。 

[モノクロ]、[８色]、[16色]、[６４色]が選択
できます。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [映像調整] － [色調]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

      

 

色調設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、変更する色調を設

定します。設定に対応してレインボーパ

ターンも変更されます。 

注意：ナイトモード時の画面輝度は、

それ以外の背景色の画面輝度とは

別の明るさに設定できます。画面

輝度変更は、基礎編の 1.7.1 項の

[画面の明るさを調整する]を参照。 

画面タイトル 

スケール レインボーパターン 
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５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 
1.6.3 魚探映像の強い反応を強調する 
 

映像調整－強調 

 
強い反射の強調表示の有無を選択できます。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [映像調整] － [強調]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

    

 

強調設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、表示するときは、

[ON]を、やめるときは、[OFF]を選択し

ます。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

1.6.4 海底残響の偽像を消す 
 

映像調整－送信間隔 

 

前回の送信の海底反射の残響が残っている間
に次の送信を行うと残響が映像として表示さ
れることがあります。これを偽像と言います。 

 

 

                  偽像 

 

 

 

                  海底 

 

 

送信間隔は次回の送信を始めるタイミングを

調整して残響の期間を回避させます。 

 

１．   を押します。 

 

２．[映像調整] － [送信間隔]を選択します。 

 

 

２．     の「 」を押します。 

 

 

送信間隔設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

４．「▲」、「▼」を押し偽像が消える値に設定

します。 

 

６． を押してメニューを閉じます。 

 

 

1.6.5 スケールを表示する／表示しない 
 
表示設定２ - スケール表示 

 

スケールの表示の有無を選択できます。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [表示設定２] － [スケール表示]を選択

します。 

 

 

３．   の「 」を押します。 

     

 

スケール表示設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、表示するときは、[ON]

を、やめるときは、[OFF]を選択します。 
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５． を押してメニューを閉じます。 

 

 
1.6.6 スケールの位置を変更する 
 
表示設定２- スケール位置 

 

スケールの表示位置を選択できます。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [表示設定２] － [スケール位置]を選択

します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

     

 

スケール位置設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、表示する位置 

[端]、[中央]を選択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 
1.6.7 スケールの数値の大きさを変更す

る 
 

表示設定２- スケール数値 

 

スケールの表示文字の大きさを変更できます。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [表示設定２] － [スケール数値]を選択

します。 

 

 

３．       の「 」を押します。  

スケール数値設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、表示する大きさ 

[小]、[中]、[大]を選択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 
1.6.8 レインボーパターンを表示する／

表示しない 
 
表示設定２- レインボーパターン 

 

レインボーパターン表示の有無を選択できま
す。 

 

１． を押します。 

 

２． [表示設定２] － [レインボーパターン]

を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。  

 

 

レインボーパターン設定ボックスを表示

します。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、表示するときは、

[ON]を、やめるときは、[OFF]を選択し

ます。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 
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1.6.9 画面タイトルを周波数にする／ 
高Ｘ 低Ｘにする 

 
表示設定２- 画面タイトル 

 

各画面の名称表示の内容を選択できます。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [表示設定２] － [画面タイトル]を選択

します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

     

     

画面タイトル設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、画面タイトル 

[周波数]、[高１ 低１]を選択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

<表示例＞ 

 

 

 

周波数を簡易表示する 

 

 

 

 

  実際に設定している周波数を表示する 

 

 

 

 

 

1.6.10 映像の送り方向を変更する 
 
表示設定１ - 映像送り方向 

 
表示画像の送り方向を変更できます。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [表示設定１] － [映像送り方向]を選択

します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

     

 

映像送り方向設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、送る方向 

［←｜←］、［→｜→］、[←｜→]を選択し

ます。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：[←｜→]は、２画面のときだけ

有効となり、それ以外では［←｜←］

で動作します。 
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1.6.11 画面の表示順番を変更する 
 
表示設定１- 画面入替え 

 

魚探映像の画面表示の順番を入替えることが
できます。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [表示設定１] － [画面入替え]を選択し

ます。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

     

 

画面入替え設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、画面入替え 

[A|B]、[B|A]を選択します。 

 

「Ａ｜Ｂ」を選択した場合、右側から高１，２、

低１，２となります。「Ｂ｜Ａ」を選択した場

合、左側から高１，２、低１，２となります。 

 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 
1.6.12 映像の分解能を詳しく表示する／

時間の経過を詳しく表示する 
 
表示設定１- 画面分割 

 

複数画面を併記する場合に画面を並べる方向
を選択できます。 

 

１． を押します。 

 

２． [表示設定１] － [画面分割]を選択しま

す。 

 

３．       の「 」を押します 

 

 

画面分割設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、画面分割 

[縦]、[横]を選択します。 

 

「縦」は、画面を左右方向に並べます。深度方

向の画面分解能を重視する時に選択します。

「横」は、画面を上下方向に並べます。時間経

過による変化を重視する時に選択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

<表示例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

    画面分割を縦にした時の表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    画面分割を横にした時の表示 
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1.6.13 拡大画面の幅を変更する 
 
表示設定１- 拡大表示画面幅 

 

魚探映像に拡大画面が表示されているとき、拡
大画面の幅を変更できます。 

 

 

 

 

 
 

１． を押します。 

 

 

２． [表示設定１] － [拡大表示画面幅]を選

択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

 

拡大表示画面幅設定ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、拡大表示画面幅 

[広]、[中]、[狭]を選択します。 

 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

1.6.14 拡大画面を縦に表示する 
 
表示設定１- 拡大画面分割 

 

[表示設定１] － [拡大画面分割]で[縦]を選択
すると、普通映像を１画面または２画面で表示
する時に、拡大画面を左右に並べて併記できま
す。 

１． を押します。 

 

 

２． [表示設定１] － [拡大画面分割]を選択

します。 

 

 

３．       の「 」を押します 

 

 

拡大画面分割設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、拡大画面分割 

[標準]、 [縦]を選択します。 

 

「標準」は、画面を上下方向に並べます。時間

経過による変化を重視する時に選択します。 

「縦」は、拡大画面の縦方向の解像度を重視す

る時に選択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

＜表示例＞ 

普通映像を２画面で表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

普通映像を３画面または４画面で表示する時

には、左右併記はできません。普通映像の下側

に拡大画面を表示します。 

 

 

 

 

注意：拡大画面を表示するには、基礎

編の 2.1.3 項の[拡大映像を表示す

る]を参照。 

低１普通・高１拡大・高１普通 
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普通映像を 3 画面で表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 
1.6.15 海底固定拡大の海底位置を変更す

る 
 
表示設定１- 海底固定拡大海底位置 

 

[表示設定１] － [海底固定拡大海底位置]で

拡大映像の海底位置を画面下から10%、20%、

30%、40%、50%の位置に変更できます。 

 

１．    を押します。 

 

 

２． [表示設定１] － [海底固定拡大海底位

置]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します 

 

 

海底固定拡大海底位置設定ボックスを表

示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、海底固定拡大海底 

位置 [10％]～ [50％]を選択します。 

 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

1.6.16 海底底質拡大の海底位置を変更す
る 

 
表示設定１- 海底底質拡大海底位置 

 

[表示設定１] － [海底底質拡大海底位置]で

拡大映像の海底位置を画面上から10%、20%、

30%、40%、50%の位置に変更できます。 

 

１．    を押します。 

 

 

２． [表示設定１] － [海底底質拡大海底位

置]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します 

 

 

海底底質拡大海底位置設定ボックスを表

示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、海底底質拡大海底 

位置 [10％]～ [50％]を選択します。 

 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

1.6.17 画面の表示方向を変更する 
 

カスタマイズ - 表示方向 

 

[カスタマイズ] － [表示方向]で画面の表示

方向を標準、左側上、下側上、右側上に変更で

きます。 

 

１．    を押します。 

 

低１普通・高 2普通・高１普通 

  拡大    拡大 
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[カスタマイズ] － [表示方向]を選択します。 

 

 

２．       の「 」を押します 

 

 

表示方向設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

３． 「▲」、「▼」を押し、表示方向 

[標準]～ [右側上]を選択します。 

 

４．     を押してメニューを閉じます。 

 

＜表示例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        標準/下側上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        左側上/右側上 

 

1.7 水温グラフを表示する 

 

 

 

 

・ 水温グラフを表示する／表示しない 

・ 水温グラフの温度範囲を変更する 

 

 

＜表示例＞ 

 

 

                 

                  

 

              

 

 

                 

 

 
1.7.1 水温グラフを表示する／表示しな

い 
 

表示設定２- 水温グラフ 

 

最新の水温値と過去の水温経過のグラフを表
示できます。 

 

１． を押します。 

 

２． [表示設定２] － [水温グラフ]を選択し

ます。 

 

３．       の「 」を押します。 

     

 

 

水温グラフ設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

水温グラフを表示するための内容は以下の

通りです。 

 

最新水温 

温度範囲（5℃設定の場合） 

経過時間（30分設定の場合） 
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４． 「▲」、「▼」を押し、グラフの表示時間 

[5 分]、[10 分]、[15 分]、[30 分]、[60

分]を選択します。表示をやめるときは、

[OFF]を選択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

1.7.2 水温グラフの温度範囲を変更する 
 

表示設定２- 水温グラフ範囲 

 

水温経過グラフの温度の表示幅を選択できま

す。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [表示設定２] － [水温グラフ範囲]を選

択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

     

 

水温グラフ範囲設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、水温グラフ範囲 

[２℃]、[5℃]、[10℃]を選択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 注意：水温単位が華氏のときには、°F    

    と表示されます 

 

 

 

 

 

 

 

1.8 水深表示の大きさや位置を変更する／

別の単位で表示する 

 

 

水深表示を変更するための内容は以下の 

通りです 

・ 水深表示の文字の大きさを変更する 

・ 水深の表示位置を変更する 

・ 水深値を通常の表示単位と共に、別の単位

でも表示する 

 

 

 
1.8.1 水深表示の文字の大きさを変更す

る 
 
表示設定２- 水深文字サイズ 

 

水深表示の文字の大きさを変更できます。 

 

１． １．  を押します。  

         

 

２． [表示設定２] － [水深文字サイズ]を選

択します。 

 

 

３．   の「 」を押します。 

 

 

水深文字サイズ設定ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、水深文字サイズ 

[小]、[中]、[大]を選択します。表示を 

やめるときは、[OFF]を選択します。 

 

５． を押してメニューを閉じます。 
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1.8.2 水深の表示位置を変更する 
 

表示設定２- 水深表示位置 

 

水深値の表示位置を選択できます。 

 

１． を押します。 

 

２． [表示設定２] － [水深表示位置]を選択

します。 

 

３．       の「 」を押します。  

 

 

水深表示位置設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、水深表示位置 

[下]、[上]を選択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

<表示例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水深表示位置下 水深表示位置上 

 

 
1.8.3 水深値を別の単位で表示する 
 

表示設定 1- サブ水深表示 

 

通常の水深表示の隣に、別の単位で水深値を表

示します。 

 

 

１．     を押します。 

 

 

２． [表示設定１] － [サブ水深表示]を選択

します。 

 

 

３．  の「 」を押します。 

      

 

 

サブ水深表示設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、表示したい水深単

位を選択します。 

 

５． を押してメニューを閉じます。 

 

 

1.9 水温/船速/ボトムハードネス表示の 

文字の大きさを変更する 

 

表示設定２- 水温文字サイズ 

 

水温/船速/ボトムハードネス表示の文字の大

きさを選択できます。 

 

１． を押します。 

 

２． [表示設定２] － [水温文字サイズ]を選

択します。 

 

３．       の「 」を押します。 

      

 

水温文字サイズ設定ボックスを表示しま

す。 
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４． 「▲」、「▼」を押し、文字サイズ[小]、[中]、

[大]を選択します。 

水温の表示をやめるときは、[OFF]を選

択します。 

 

[船速表示]と[ボトムハードネス]の文字サイ

ズは、この[水温文字サイズ]メニューでの設定

と同一になります。[船速表示]、[ボトムハー

ドネス]が[ON]のとき、[水温文字サイズ]を

[OFF]に設定すると、これらの文字サイズは

[小]となります。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

＜表示例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.10 船速表示を表示する／表示しない 

 

表示設定２- 船速表示 

 

船速表示の有無を選択できます。 

 

１． を押します。 

 

２． [表示設定２] － [船速表示]を選択しま

す。 

 

３．       の「 」を押します。 

      

 

船速表示設定ボックスを表示します。 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、表示するときは、

[ON]を、やめるときは、[OFF]を選択し

ます。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

＜表示例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.11 海底の硬さを表示する／表示しない 

 

表示設定 1- ボトムハードネス 

 

船速表示の隣に、海底の硬度を％で表示します。 

自動選択を選択時は、低周波２から高周波１の

順に表示している画面の低い周波数の画面の

値を表示します。 

 

１．    を押します。 

 

 

２．[表示設定１] － [ボトムハードネス]を選

択します。 

 

 

３． の「 」を押します。  

     

 

ボトムハードネス表示ボックスを表示します。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

水温表示 

船速表示 船速表示 
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4．「▲」、「▼」を押し、表示するときは、[ON]

を、やめるときは、[OFF]を選択します。 

 

５．   を押してメニューを閉じます。 
 

 

＜表示例＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.12 探知範囲表示を表示する／表示しな

い 

 

表示設定２- 探知範囲表示 

 
使用している送受波器の指向角で探知できる
おおよその魚探の探索範囲を表示します。 

１． を押します。 

 

２． [表示設定２] － [探知範囲表示]を選択

します。 

 

３．       の「 」を押します。 

    

 

探知範囲表示設定ボックスを表示します。 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、表示するときは、

[ON]を、やめるときは、[OFF]を選択し

ます。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

    

 

 

1.13 海底検出範囲を広くする 

 

測深設定 - 海底検出範囲 

 

海底検出を行う範囲を選択します。 

 

１． を押します。 

 

海底部分の探知半径 

探知範囲の表示 

スケール部分の探知半径 

(スケール値上部の黄色の数値) 

注意：広帯域型、KODEN 製以外の

送受波器（TD）を使用するときに

は、[TD 設定]→[高周波 TD 設定]

→[指向角]および、[低周波 TD 設

定]→[指向角]で使用する送受波器

の指向角を設定してください。 
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２． [測深設定] － [海底検出範囲]を選択し

ます。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

     

 

海底検出範囲設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、海底検出範囲 

[表示範囲内]、[表示範囲外]を選択します。 

 

「表示範囲内」では、画面内に海底が表示され

ていれば、海底を検出します。 

「表示範囲外」では、表示レンジの 2 倍の深

度まで海底を検出します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

1.14 測深を行う画面（周波数）を選択す

る 

 

測深設定 - 測深元選択 

 
海底の検出元を指定画面、または自動で行うか
を設定します。 

 

１． を押します。 

 

２． [測深設定] － [測深元選択]を選択しま 

  す。 

 

３．       の「 」を押します。 

    

 

測深元選択設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、画面を指定すると

きは、[高周波１]、[高周波２]*1、[低周波

１]、[低周波２]*2 を選択します。自動で

行うときは、[自動選択]を選択します。 

 

「自動選択」では、海底検出されている最も周

波数の高い画面を自動で選択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

    

 

 

 

 

 

 

1.15 オートレンジ／オートシフト時に海

底検出を行う最大深度を設定する 

 

測深設定 - 測深限界設定 

 

オートレンジ*3／オートシフト*4 で海底が未

検出になった場合、海底を検出する最大の深度

を設定します。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [測深設定] － [測深限界設定]を選択し

ます。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

注意：画面を指定した場合、その画面

で海底が検出されないとき、水深値

は表示されません。 

*1 高周波１／高周波２：４周波の高い方(H)の周波数を選択できる２つの画面の名称。 

*2 低周波１／低周波２：４周波の低い方(L)の周波数を選択できる２つの画面の名称。 

*3 オートレンジ：海底が常に画面内に入るように自動でレンジを変更する機能のこと。 

*4 オートシフト：海底が常に画面内に入るように自動でシフトを変更する機能のこと。 
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測深限界設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」、「 」、「 」を押し、深度

を設定します。 

 

この値を大きくするほど、泡切れなどで海底が

途絶えてから再検出するまでの時間が長くな

ります。 

   

５．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

1.16 海底検出の方式を選択する 

 

測深設定 - 海底検出方式 

 

海底検出の方式を設定します。 

海底反射の信号レベルが海底と判断される信

号レベルである事を確認する「レベル」方式と、

海底反射の信号と判断される波形の立ち上が

りエッジを確認する「エッジ」方式を選択しま

す。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [測深設定] － [海底検出方式]を選択し

ます。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

海底検出方式ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、「エッジ」か「レベ

ル」を選択します。 

 

海底固定拡大/底質拡大でレンジを5m以下に

設定する場合は「レベル」を選択します。 

「エッジ」と「レベル」にはそれぞれ特性があ

ります。それを生かしてお好みの方式を選択し

てください。 

「エッジ」は、傾斜地や岩場などでは、送受波

器直下（指向角の中心）の深度を海底と認識し

やすいため、映像の見た目よりも深い所を海底

とする傾向があります。 

底付き魚群と海底との区別に優れています。 

また、水深が 1000ｍ以上の深海の測深能力

も優れています。 

 

「レベル」は、傾斜地や岩場では最も浅い深度

を海底と認識しやすいため、海底映像の一番浅

い部分を海底とする傾向があります。 

 

    

５．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

1.17 シフト操作方法を選択する 

（画面ごとに行う／ 

  全画面同時に行う） 

 

シフト設定 - シフト操作 

 

シフト操作を全画面同時に変更するか、画面ご

とに変更するかを選択できます。 

 

１．    を押します。 

        

２． [シフト設定] － [シフト操作]を選択し

ます。 
 
 

３．      の「 」を押します。 

 
 

シフト操作設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、シフトを全画面同

時に変更するときは、[全画面同一シフト]

を選択します。画面ごとに変更するとき

は、[画面個別シフト]を選択します。 
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５．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.18 レンジ操作方法を選択する 

（画面ごとに行う 

  ／全画面同時に行う） 

 

レンジ設定 - レンジ操作 

 

レンジ操作を全画面同時に変更するか、画面ご

とに変更するかを選択できます。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [レンジ設定] － [レンジ操作]を選択し

ます。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

レンジ操作設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、レンジを全画面同

時に変更するときは、[全画面同一レンジ]

を選択します。画面ごとに変更するとき

は、[画面個別レンジ]を選択します。 

    

５．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.19 感度の有効範囲を選択する 

 

システム- 感度範囲 

 

ダイナミックレンジの設定を 20dB 以上広く

設定すると感度を 0.0 に設定してもノイズが

消えない場合があります。このときは、感度範

囲を「広」に設定すると感度を更にさげること

ができるようになりノイズを消すことができ

ます。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [システム] － [感度範囲]を選択します。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

感度範囲設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、標準の感度範囲に

変更するときは、[標準]を選択します。広

い感度範囲に変更するときは、[広]を選択

します。 

 

５．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

注意：[画面個別レンジ]を選択した

場合、画面上に赤い感度つまみマ

ークが点滅している画面（アクテ

ィブ画面）のレンジが有効となり

変更できます。画面を指定するに

は、感度つまみを押し、アクティ

ブ画面を切替えてください。 

注意：[画面個別シフト]を選択した

場合、画面上に赤い感度つまみマ

ークが点滅している画面（アクテ

ィブ画面）のシフトが有効となり

変更できます。画面を指定するに

は、感度つまみを押し、アクティ

ブ画面を切替えてください。 
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第2章 警報 

2.1 海底警報を使用する 

 

海底位置が、上側に設定した深度より浅くなった
とき、または下側に設定した深度より深くなった
ときに警報音と警報表示で通知します。 

特定の深さを維持したい場合に便利です。 

 

 

海底警報を使用するための内容は以下の通 

りです。 

・ 海底警報を開始する／停止する 

・ 海底警報の上側深度を設定する 

・ 海底警報の下側深度を設定する 

 

 

2.1.1 海底警報を開始する／停止する 
 

警報１ - 海底警報 

 

海底警報の有効 [ON]、または無効 [OFF] を

選択します。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [警報１] － [海底警報]を選択します。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

海底警報設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、警報を有効にする

ときは、[ON]を、やめるときは、[OFF]

を選択します。 

 

 

 

 

５． 引き続き、海底警報関連の設定をするに

は、 

 

(1) [海底警報上深度]を設定する場合、 

２．１．２の 2 項へ 

(2) [海底警報下深度]を設定する場合、

２．１．３の 2 項へ 

    

６．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2.1.2 海底警報の上側深度を設定する 
 

警報１- 海底警報上深度 

 

指定した深度より浅くなった時に警報を鳴ら

す深度を設定します。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [警報１] － [海底警報上深度]を選択し

ます。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

注意：CCD カメラ画面を表示してい

るときには、警報表示はアイコン

表示のみとなります。（2.7 項の 

[警報状態を確認する] (2-11 ペー

ジ)を参照） 

注意：警報音や警報表示を止めたと

き、再度有効にするには、船が一旦、

警報条件外に出る必要があります。 

注意：警報音、警報表示を止めるとき

には、いずれかのキーを押してくだ

さい。 
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海底警報上深度設定ボックスを表示し

ます。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、警報上深度を設定

します。 

 

５． 引き続き、[海底警報下深度]を設定する場

合、２．１．３の 2 項へ 

 

６．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.3 海底警報の下側深度を設定する 
 

警報１- 海底警報下深度 

 

指定した深度より深くなった時に警報を鳴ら

す深度を設定します。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [警報１] － [海底警報下深度]を選択し

ます。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

    海底警報下深度設定ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、警報下深度を設定

します。 

５．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

2.2 魚群警報を使用する 

 

設定した範囲内に、魚群と認識した反応があると
きに警報音と警報表示で通知します。 

魚群反応の有無を判別するときに便利です。 

 

 

魚群警報を使用するための内容は以下の通 

りです。 

・ 魚群警報を開始する／停止する 

・ 魚群警報の開始深度を設定する 

・ 魚群警報の開始深度からの範囲を設定す

る 

・ 魚群警報の魚群と判別する上限レベルを

設定する 

・ 魚群警報の魚群と判別する下限レベルを

設定する 

・ 魚群警報の魚群と判別する魚群の大きさ

を設定する 

・ 魚群警報の検出を行う画面を設定する 

 

 

 

2.2.1 魚群警報を開始する／停止する 
 

警報１- 魚群警報 

 

魚群警報の有効 [ON]、または無効 [OFF] を

選択します。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [警報１] － [魚群警報]を選択します。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

 

注意：警報上深度の最大値は、警報下

深度値－1ｍとなります。 

注意：警報下深度の最小値は、警報上

深度値＋1ｍとなります。 
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注意：CCD カメラ画面を表示してい

るときには、警報表示はアイコン

表示のみとなります。（2.7 項の 

[警報状態を確認する] (2-11 ペー

ジ)を参照） 

魚群警報設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、警報を有効にする

ときは、[ON]を、やめるときは、[OFF]

を選択します。 

 

５． 引き続き、魚群警報関連の設定を行うと

きには、 

 

(1) [魚群警報開始深度]を設定する場合、

２．２．２の 2 項へ 

(2) [魚群警報範囲]を設定する場合、 

２．２．３の 2 項へ 

(3) [魚群上レベル]を設定する場合、 

２．２．４の 2 項へ 

(4) [魚群下レベル]を設定する場合、 

２．２．5 の 2 項へ 

(5) [魚群警報信号長]を設定する場合、 

２．２．6 の 2 項へ 

(6) [魚群警報画面]を設定する場合、 

２．２．7 の 2 項へ 

 

    

６．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2.2 魚群警報の開始深度を設定する 
 

警報１- 魚群警報開始深度 

 

魚群の警報を鳴らすための範囲の開始深度を

設定します。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [警報１] － [魚群警報開始深度]を選択

します。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

魚群警報開始深度設定ボックスを表示し

ます。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、警報開始深度を設

定します。 

 

５． 引き続き、魚群警報関連の設定をするに

は、 

 

(1) [魚群警報範囲]を設定する場合、 

２．２．３の 2 項へ 

(2) [魚群上レベル]を設定する場合、 

２．２．４の 2 項へ 

(3) [魚群下レベル]を設定する場合、 

２．２．5 の 2 項へ 

(4) [魚群警報信号長]を設定する場合、 

２．２．6 の 2 項へ 

(5) [魚群警報画面]を設定する場合、 

２．２．7 の 2 項へ 

 

６．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

注意：警報音、警報表示を止めるとき

には、いずれかのキーを押してくだ

さい。 

注意：警報音や警報表示を止めたと

き、再度有効にするには、船が一旦、

警報条件外に出る必要があります。 
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2.2.3 魚群警報の開始深度からの範囲を
設定する 

 

警報１- 魚群警報範囲 

 

魚群の警報を鳴らすための開始位置からの範

囲を設定します。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [警報１] － [魚群警報範囲]を選択しま

す。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

魚群警報範囲設定ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、警報範囲を設定し

ます。 

 

５． 引き続き、魚群警報関連の設定をするに

は、 

 

(1) [魚群上レベル]を設定する場合、 

２．２．４の 2 項へ 

(2) [魚群下レベル]を設定する場合、 

２．２．5 の 2 項へ 

(3) [魚群警報信号長]を設定する場合、 

２．２．6 の 2 項へ 

(4) [魚群警報画面]を設定する場合、 

２．２．7 の 2 項へ 

 

 

６．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

2.2.4 魚群警報の魚群と判別する上限レ
ベルを設定する 

 

警報１- 魚群上レベル 

 

魚群の警報を鳴らすための魚群の反応レベル

範囲の上限を設定します。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [警報 1] － [魚群上レベル]を選択しま

す。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

魚群上レベル設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、魚群上レベルを設

定します。 

 

設定した色レベルよりも弱い色の信号を

魚群と判別します。 

[魚群下レベル]の設定値と合わせて警報

を判別する色レベルの範囲を設定します。 

 

５． 引き続き、魚群警報関連の設定をするに

は、 

 

(1) [魚群下レベル]を設定する場合、 

２．２．5 の 2 項へ 

(2) [魚群警報信号長]を設定する場合、 

２．２．6 の 2 項へ 

(3) [魚群警報画面]を設定する場合、 

２．２．7 の 2 項へ 

 

６．    を押してメニューを閉じます。 
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2.2.5 魚群警報の魚群と判別する下限レ
ベルを設定する 

 

警報１- 魚群下レベル 

 

魚群の警報を鳴らすための魚群の反応レベル

範囲の下限を設定します。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [警報１] － [魚群下レベル]を選択しま

す。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

魚群下レベル設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、魚群下レベルを設

定します。 

 

設定した色レベルよりも強い色レベルの

信号を魚群と判別します。 

[魚群上レベル]の設定値と合わせて警報

を判別する色レベルの範囲を設定します。 

 

５． 引き続き、魚群警報関連の設定をするに

は、 

 

(1) [魚群警報信号長]を設定する場合、 

２．２．6 の 2 項へ 

(2) [魚群警報画面]を設定する場合、 

２．２．7 の 2 項へ 

 

６．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

2.2.6 魚群警報の魚群と判別する魚群の
大きさを設定する 

 

警報１- 魚群警報信号長 

 

魚群の警報を鳴らすための魚群の大きさを設

定します。 

 

１．     を押します。 

 

２． [警報１] － [魚群警報信号長]を選択し

ます。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

魚群警報信号長設定ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、魚群警報信号長を

設定します。 

 

「短」は、小さい反応でも魚群と判別します。 

 

「長」は、継続して大きい反応がある場合、魚

群と判定します。 

 

「中」は、短と長の中間の判定となります。 

 

５． 引き続き、魚群警報関連の設定をするに

は、 

 

(1) [魚群警報画面]を設定する場合、 

２．２．7 の 2 項へ 

 

６．     を押してメニューを閉じます。 
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2.2.7 魚群警報の検出を行う画面を設定
する 

 

警報１- 魚群警報画面 

 

魚群の警報を鳴らすための画面（周波数）を選

択します。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [警報１] － [魚群警報画面]を選択しま

す。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

魚群警報画面設定ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、魚群警報画面を設

定します。 

 

 

５．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

2.3 水温警報を使用する 

 

水温が設定範囲内に入ったとき、または範囲から
外れたときに警報音と警報表示で通知します。 

特定の水温領域を維持したい場合に便利です。 

 

 

水温警報を使用するための内容は以下の通 

りです。 

・ 水温警報を開始する／停止する 

・ 水温警報の警報範囲の上側を設定する 

・ 水温警報の警報範囲の下側を設定する 

 

2.3.1 水温警報を開始する／停止する 
 

警報 2 - 水温警報 

 

水温警報を設定範囲内で開始する、設定範囲外

で開始する、または停止するを選択します。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [警報２] － [水温警報]を選択します。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

水温警報設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、警報を有効にする

ときは、[ON]を、やめるときは、[OFF]

を選択します。 

 

「ON 範囲内」は、指定した範囲に入ったと

きに警報を鳴らします。 

「ON 範囲外」は、指定した範囲から外れた

ときに警報を鳴らします。 

 

５． 引き続き、水温警報関連の設定を行うと

きには、 

 

(1) [水温警報範囲上]を設定する場合、

２．３．２の 2 項へ 

(2) [水温警報範囲下]を設定する場合、 

２．３．３の 2 項へ 

  

６．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

注意：警報音、警報表示を止めるとき

には、いずれかのキーを押してくだ

さい。 
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2.3.2 水温警報の警報範囲の上側を設定
する 

 

警報 2 - 水温警報範囲上 

 

水温の警報を鳴らすための範囲の上側の温度

を設定します。 

 

１．    を押します。 

        

２． [警報２] － [水温警報範囲上]を選択し

ます。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

水温警報範囲上設定ボックスを表示し

ます。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、上側の温度を設定

します。 

 

５． 引き続き、水温警報関連の設定をするに

は、 

 

(1) [水温警報範囲下]を設定する場合、 

２．３．３の 2 項へ 

 

６．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

2.3.3 水温警報の警報範囲の下側を設定
する 

 

警報 2 - 水温警報範囲下 

 

水温の警報を鳴らすための範囲の下側の温度

を設定します。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [警報２] － [水温警報範囲下]を選択し

ます。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

水温警報範囲下設定ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、下側の温度を設定

します。 

 

５．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：警報の下側水温の最大値は、水

温警報の上側水温の値より大きく

できません。 

注意：警報の上側水温の最小値は、水

温警報の下側水温の値より小さく

できません。 

注意：警報音や警報表示を止めたと

き、再度有効にするには、船が一旦、

警報条件外に出る必要があります。 

注意：CCD カメラ画面を表示してい

るときには、警報表示はアイコン

表示のみとなります。（2.7 項の 

[警報状態を確認する] (2-11 ペー

ジ)を参照） 
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2.4 船速警報を使用する 

 

船速が設定範囲を上回ったり、下回ったりしたと
きに警報音と警報表示で通知します。 

速度制限がある場合に便利です。 

 

 

 

船速警報を使用するための内容は以下の通 

りです。 

・ 船速警報を開始する／停止する 

・ 船速警報を判定する速度を設定する 

 

 

 

2.4.1 船速警報を開始する／停止する 
 

警報 2 - 船速警報 

 

船速が設定範囲を上回ったら船速警報を有効

にする、設定範囲を下回ったら有効にする、ま

たは無効にするを選択します。 

 

１．    を押します。 

 

２． [警報２] － [船速警報]を選択します。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

船速警報設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、警報を有効にする

ときは、[ON]を、やめるときは、[OFF]

を選択します。 

 

「ON 範囲上」は、指定した速度より速度が

速くなったときに警報を鳴らします。 

「ON 範囲下」は、指定した速度より速度が

遅くなったときに警報を鳴らします。 

５． 引き続き、[船速警報速度]の設定を行うと

きは、２．４．２の 2 項へ 

  

６．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4.2 船速警報を判定する速度を設定す
る 

 

警報 2 - 船速警報速度 

 

速度の警報を鳴らすための警報速度を設定し

ます。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [警報２] － [船速警報速度]を選択しま

す。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

 

船速警報速度設定ボックスを表示します。 

 

 

 

注意：警報音、警報表示を止めるとき

には、いずれかのキーを押してくだ

さい。 

注意：警報音や警報表示を止めたと

き、再度有効にするには、船が一旦、

警報条件外に出る必要があります。 

注意：CCD カメラ画面を表示してい

るときには、警報表示はアイコン

表示のみとなります。（2.7 項の 

[警報状態を確認する] (2-11 ペー

ジ)を参照） 
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４． 「▲」、「▼」を押し、警報速度を設定し

ます。 

 

５．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

2.5 目的地航法時の警報を使用する 

 

目的地を設定（基礎編の 4.4 項の［イベント

キーを使用する］、または応用編の 3.1項の[目

的地航法を開始する]（3-1 ページ）を参照）

した状態で使用できます。 

 
 
目的地航法時の警報を使用するための内容 

は以下の通りです。 

・ 目的地に到着した時に警報を鳴らす 

・ 目的地に対してコースがずれた時に警報を

鳴らす 

・ 到着警報とコースずれ警報の警報範囲を設

定する 

 

 

2.5.1 目的地に到着した時に警報を鳴ら
す 

 

警報 2 - 到着警報 

 

目的地を設定した状態で使用します。目的地の

一定範囲内に到着したときに警報を出します。

範囲の設定は、[航法警報範囲]の設定にて行い

ます。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [警報２] － [到着警報]を選択します。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

到着警報設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、警報を有効にする

ときは、[ON]を、やめるときは、[OFF]

を選択します。 

 

５． 引き続き、目的地航法時の警報関連の設

定を行うときには、 

 

(1) [コースずれ警報]を設定する場合、

２．５．２の 2 項へ 

(2) [航法警報範囲]を設定する場合、 

２．５．３の 2 項へ 

  

６．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5.2 目的地に対してコースがずれた時
に警報を鳴らす 

 

警報 2 - コースずれ警報 

 

目的地を設定した状態で使用します。目的地を

設定したときに設定されたコース線から一定

距離外れたときに警報を出します。距離の設定

は、[航法警報範囲]の設定にて行います。 

 

１． を押します。 

 

 

注意：警報音、警報表示を止めるとき

には、いずれかのキーを押してくだ

さい。 

注意：警報音や警報表示を止めたと

き、再度有効にするには、船が一旦、

警報条件外に出る必要があります。 

注意：CCD カメラ画面を表示してい

るときには、警報表示はアイコン

表示のみとなります。（2.7 項の 

[警報状態を確認する] (2-11 ペー

ジ)を参照） 
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２． [警報２] － [コースずれ警報]を選択し

ます。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

    

 

 

    コースずれ警報設定ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、警報を有効にする

ときは、[ON]を、やめるときは、[OFF]

を選択します。 

 

５． 引き続き、目的地航法時の警報関連の設

定を行うときには、 

 

(1) [到着警報]を設定する場合、 

２．５．１の 2 項へ 

(2) [航法警報範囲]を設定する場合、 

２．５．３の 2 項へ 

 

６．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5.3 到着警報とコースずれ警報の警報
範囲を設定する 

 

警報 2 - 航法警報範囲 

 

到着警報とコースずれ警報が鳴り始める範囲

を設定します。到着警報は、設定した範囲が到

着範囲円となります。コースずれ警報は、目的

地線からのコースずれ範囲となります。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [警報２] － [航法警報範囲]を選択しま

す。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

 

航法警報範囲設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、警報範囲を設定し

ます。 

 

５．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：[航法警報範囲]は、[到着警報]

及び、[コースずれ警報]の警報範囲

を選択します。（設定範囲：5～

999m） 

注意：警報音、警報表示を止めるとき

には、いずれかのキーを押してくだ

さい。 

注意：[到着警報]と[コースずれ警報]

の警報設定範囲を別々に設定する

ことは出来ません。 

注意：警報音や警報表示を止めたと

き、再度有効にするには、船が一旦、

警報条件外に出る必要があります。 

注意：CCD カメラ画面を表示してい

るときには、警報表示はアイコン

表示のみとなります。（2.7 項の 

[警報状態を確認する] (2-11 ペー

ジ)を参照） 
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2.6 電圧警報 

 

本機に入力される電源電圧を常時監視し、ある一
定以上に電圧が低下、または上昇したときに警報
音と警報表示で通知します。 

 

電源電圧設定値は変更できません。 

 

 

 

 

2.7 警報状態を確認する 

 

[海底警報]及び、[魚群警報]の設定状態は、画
面右隅のバーにて確認できます。ただし、警報
範囲が画面範囲外のときは表示しません。 

[海底警報]、[魚群警報]、[水温警報]、[船速警
報]、[到着警報]及び、[コースずれ警報]をON
にした場合は、ヘッダー上にアイコンを表示し
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警報時のアイコンは、以下のものを表示します。 

 

注意：電源電圧が低下すると、本機の

電源が落ちる場合があります。 

 

海底警報 

 

魚群警報 

 

水温警報 

 

船速警報 

 

到着警報 

 

コースずれ警報 

 

電圧警報 



—このページは空白ですー 
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第3章 航法の操作 

3.1 目的地航法を開始する 

 

航法 - 目的地航法開始 

 

目的地リストから目的地を選択し、目的地航法
を開始できます。 

目的地航法開始を行うには、目的地の登録が必

要です（基礎編の 4.4 項の［イベントキーを

使用する］を参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [航法] － [目的地航法開始]を選択しま 

す。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

目的地航法開始リストボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、目的地航法を開始

したいリストの番号を選択します。 

 

５．     を押します。 

 

  

目的地航法開始設定ボックスを表示しま

す。  

 

 

 

 

 

 

６． 「▲」、「▼」を押し、開始するときは、[は

い]を選択します。開始しないときは、[い

いえ]を選択します。 

 

７．     を押します。 

 

  

「はい」を選択した場合、指定した緯度経度を

目的地として目的地航法を開始します。また、

自動的に NAV 画面の簡易プロッターを表示

します。NAV画面が、すでに表示されていて

簡易プロッターが表示されていない場合、自動

的に簡易プロッターに切替えて表示します。 

 

目的地航法を開始した時点でメニューが閉じ

られます。8 項目を行う必要はありません。 

 

「いいえ」を選択した場合、目的地航法開始リ

ストに戻ります。 

 

８．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：選択されているリスト NO.は、

黄色になります。 

注意：[目的地航法]を使用する場合、

GPS 等の航法機器の接続が必要で

す。 

注意：目的地航法中に再度目的地開始

操作を行うと、今回選んだところを

新規の目的地として航法を開始し

ます。 

*1 WPT：位置保存を行ったときの位置（目的地）を示す。（Way Point の略語） 
*2 PIC：画像記憶から位置保存をしたことを示す。（Pictureの略語） 

*1 

*2 
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3.2 目的地航法を解除する 

 

航法 - 目的地航法解除 

 

開始した目的地航法を、途中で解除できます。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [航法] － [目的地航法解除]を選択しま 

す。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

目的地航法解除設定ボックスを表示し

ます。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、解除するときは、[は

い]を選択します。解除しないときは、[い

いえ]を選択します。 

 

５．    を押します。 

 

 

「はい」を選択した場合、現在行っている目的

地航法を解除します。 

 

「いいえ」を選択した場合、現在行っている目

的地航法をそのまま続行します。 

 

６．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

７． NAV 画面を閉じるときは、    を、

[長押し] します。 

 

3.6 項の［NAV 画面の表示］(3-4 ページ)の

操作を参照してください。 

3.3 目的地を編集する 

 

航法 - 目的地編集 

 

緯度、経度を入力して目的地を登録できます。 

また、過去に登録したリストの編集もできます。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [航法] － [目的地編集]を選択します。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

目的地編集リストボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、編集するリストの

番号を選択します。 

 

５．    を押します。 

 

 

６． 「▲」、「▼」を押し、文字を選択します。

（選択可能文字：コメント：A～Z 空白 

0～９＋,－．/、緯度経度：０～９NSEW） 

 

７． 「 」、「 」を押し、文字の反転位置を

移動します。（日付の変更はできません） 

 

 

 

 

注意：緯度、経度の入力が未入力の場

合、未入力部分は０として登録しま

す。 

注意：選択されているリスト NO.は、

黄色になります。 
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８． 編集を中止する場合は、    を押し

ます。 

 

９． 編集操作完了後、    を押します。 

 

 

編集終了設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

１０． 「▲」、「▼」を押し、編集を登録する

ときは、[はい]を選択します。編集を登録

しないときは、[いいえ]を選択します。 

 

１１．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

3.4 目的地を削除する 

 

航法 - 目的地削除 

 

過去に登録した目的地リストを削除できます。 

削除の完了には、しばらく時間がかかります。 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [航法] － [目的地削除]を選択します。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的地削除リストボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、削除する目的地の

リストの番号を選択します。 

 

５．    を押します。 

 

  

目的地削除設定ボックスを表示します。  

 

 

 

 

 

 

６． 「▲」、「▼」を押し、削除するときは、[は

い]を選択します。削除しないときは、[い

いえ]を選択します。 

 

７．    を押します。 

 

  

「はい」を選択した場合、「目的地データ削除

中」のメッセージが表示された後、目的地削除

リストに戻ります。 

 

「いいえ」を選択した場合、目的地削除リスト

に戻ります。 

 

８．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

注意：選択されているリスト NO.は、

黄色になります。 
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3.5 目的地リストの目的地を全て削除する 

 

保守 - 目的地全削除 

 

目的地リストに登録されている全ての目的地

情報を削除する機能です。 

 
削除の完了には、しばらく時間がかかります。 

 

１．   を押します。 

 

 

２． [保守] － [目的地全削除]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

  

目的地全削除設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、全ての目的地を削

除するときは、[はい]を選択します。全削

除をやめるときは、[いいえ]を選択します。 

 

「はい」を選択した場合、「目的地データ削除

中」のメッセージ表示後、メニューが閉じられ

ます。 

 

「いいえ」を選択した場合、メニューに戻りま

す。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

3.6 NAV 画面を表示する 

 

NAV 画面はNAV画面１と NAV 画面２があ

り、それぞれ目的にあった表示を登録し、表示

できます。 

 

 

 

NAV 画面を表示するための内容は以下の 

通りです。 

・ NAV 画面を選択する 

・ 航法画面の種類を選択する 

 

 

＜表示例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.6.1 NAV 画面を選択する 
 

目的にあった NAV 画面を選択し、表示します。 

 

 

１．    を、[長押し]します。 

 

コンパス 

（２つ分表示エリア使用） 

進路 

（１つ分表示エリア使用） 

水温 

（１つ分表示エリア使用） 

水深表示 

水深表示 

風向 

（１つ分表示エリア使用） 

緯度経度 

（１つ分表示エリア使用） 

コースずれ 

（１つ分表示エリア使用） 

船首方位 

（１つ分表示エリア使用） 
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NAV 画面表示設定ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 「▲」、「▼」を押し、NAV 画面１を表示

するときは、[NAV 画面１]を選択します。

NAV 画面２を表示するときは、[NAV 画

面２]を選択します。NAV 画面の表示を

やめるときは、[OFF]を選択します。 

 

「NAV 画面１」を選択した場合、NAV 画面

１で登録している画面構成で NAV 画面を表

示します。 

「NAV 画面２」を選択した場合、NAV 画面

２で登録している画面構成で NAV 画面を表

示します。 

「OFF」を選択した場合、NAV 画面の表示が

消えます。 

 

３．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.6.2 航法画面の種類を選択する 
 

目的に合わせNAV 画面１、またはNAV 画面

2 の航法画面の種類を選択し表示できます。 

NAV 画面は、選択により最大４種類の情報を

同時表示できます。 

 

 

１． を、[長押し]します。 

 

 

NAV 画面表示設定ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 「▲」、「▼」を押し、NAV 画面１の航法

画面を変更するときは、[NAV 画面１]を

選択します。NAV 画面２の航法画面を変

更するときは、[NAV 画面２]を選択しま

す。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

  

NAV 選択画面１設定ボックスを表示し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、目的に合った画面

の種類を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：目的地航法を開始したときに、

簡易プロッターが画面構成に選択

されていない場合、NAV 画面１の

画面が簡易プロッターに変更され

ます。 
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2 つ分の表示エリアを使用して表示する項目 

 

「簡易プロッター」は、自船と目的地の位置関

係や航跡を表示します。目的地との距離により

自動的に表示レンジを切り替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コンパス」は、自船の進路を上方向として表

示し、風の方向を矢印で表示します。また、目

的地航法時は、目的地方向に旗を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「速度メーター」は、自船の速度をアナログメ

ーターで表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 つ分の表示エリアを使用して表示する項目 

 

「緯度経度」は、自船位置の緯度経度を数値で

表示します。 

「船速」は、自船の速度を数値で表示します。 

「進路」は、自船の進路方位を数値で表示しま

す。 

「目的地距離・方位」は、目的地航法時の目的

地の距離と方位を数値で表示します。 

「水温」は、水温を数値で表示します。 

「船首方位」は、船首方位入力時に数値で表示

します。 

「コースずれ」は、目的地航法時に目的地まで

のコース線からのずれた距離を数値で表示し

ます。 

「所要時間」は、目的地航法時に目的地までの

所要時間を表示します。 

「風向」は、風の向きを数値で表示します。 

「風速」は、風の速度を数値で表示します。 

「CCD 映像」は、CCD カメラ接続時にカメ

ラ映像の中心の映像を表示します。 

「OFF」は、そのエリアには何も表示しませ

ん。 

 

５．     を押して、表示する種類を確定    

       

します。 

 

 

 

 

風向 

目的地 

表示レンジ 自船(緑色) 

コース線(黄色) 

目的地 
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    を押す度に画面位置番号（１～４）の 

 

表示する項目が選択できます。ただし、表示可

能なスペースは 4 画面分までです。１つ分の

表示エリアを使用する項目は 4 種類まで表示

できます。２つ分の表示エリアを使用して表示

する項目を選択すると表示できる種類が少な

くなります。 

 

１つ分の表示エリアを使用する表示を選択し

た場合、 

NAV 選択画面２（３または４）の設定ボック

スを表示します。 

 

２つ分の表示エリアを使用する表示を選択し

た場合、 

NAV 選択画面３、または４の設定ボックスを

表示します。 

 

表示エリアを選び直す場合は、 

 

     を押して前の画面に戻ります。 

 

 

NAV選択画面に表示する項目を全て決定する

と設定ボックスが消えます。 

 

 

 

3.7 潮汐画面を表示する 

 

特定の港の潮汐グラフと満潮、干潮の時刻を表
示できます。 

2 箇所の港を同時に表示できます。 

手動選択では、日付、港名を選択し表示するこ
とができます。 

 

潮汐画面を表示するための内容は以下の 

通りです。 

・ 潮汐画面の内容を表示する 

・ 潮汐画面の港を自動で選択する 

・ 潮汐画面の港を手動で選択する 

・ 潮汐画面の港１、港２の潮汐情報を表示 

 しない 

 

 

 

 

 

        

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：現在時刻を表示するには、外部    

機器からの時刻情報が入力されて 

いることが必要です。入力がない場 

合、現在時刻は表示されません。 

港１ 

（青のグラフ） 

港２ 

（赤のグラフ） 

現在時刻

港２ 

オート設定時のアイコン 

画面位置番号 



第 3 章 航法の操作  CVS-875D/877D 

 

3-8  0093107073-02 

3.7.1 潮汐画面の内容を表示する 

 

現在設定されている状態の潮汐グラフ画面を

表示します。 

 

１． を、[長押し]します。 

 

 

NAV 画面表示設定ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 「▲」、「▼」を押し、潮汐グラフを表示

するときは、[潮汐グラフ]を選択します。

表示をやめるときは、[OFF]を選択しま

す。 

 

「潮汐グラフ」を選択した場合、港情報に設定

されている潮汐グラフを表示します。 

「OFF」を選択した場合、潮汐画面の表示が

消えます。 

 

 

3.7.2 潮汐画面の港を自動で選択する 

 

オートでは、現在位置より近い港を自動的に選
択し表示することができます。 

 

 

 

 

 

１． を、[長押し]します。 

 

 

  NAV 画面表示設定ボックスを表示しま

す。 

 

２． 「▲」、「▼」を押し、[潮汐画面]を選択し

ます。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

 

潮汐画面変更設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、自動で選択したい

港を選択します。 

 

 

５．       の「 」を押します。 

 

  

港１、または港２の選択設定ボックスを

表示します。 

 

 

 

 

 

 

６． 「▲」、「▼」を押し、[オート]を選択しま

す。 

 

７．      を押します。 

 

 

 近い港が自動的に選択されます。 

 潮汐画面選択設定ボックスを表示します。 

 

８． 引き続き設定を行うには、 

4 項から 7 項を行います。 

 

９．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

3.7.3 潮汐画面の港を手動で選択する 

 

マニュアルでは、潮汐グラフで表示する港を選
択できます。 

 

注意：自動選択を使用する場合は、

GPS 等の航法機器の接続が必要で

す。 
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１． を、[長押し]します。 

 

 

  NAV 画面表示設定ボックスを表示しま

す。 

 

２． 「▲」、「▼」を押し、[潮汐画面]を選択し

ます。 

 

 

３．  の「 」を押します。 

 

  

潮汐画面変更設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、手動で選択したい

港を選択します。 

 

 

５．  の「 」を押します。 

 

  

港１、または港２の選択設定ボックスを

表示します。 

 

 

 

 

 

 

６． 「▲」、「▼」を押し、[マニュアル]を選択

します。 

 

７． 「 」を押します。 

 

港指定方法選択設定ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８． 「▲」、「▼」を押し、設定したい港のあ

る都道府県を変更するときは、[都道府県]

を選択します。 

港を変更するときは、[港名]を選択します。 

日付を変更するときは、[年月日]を選択し

ます。 

 

９． 「 」を押します。 

 

「都道府県」を選択した場合、１０項へ 

都道府県設定ボックスが表示されます。 

 

「港名」を選択した場合、１１項へ 

前回、都道府県で選択した都道府県の設定ボッ

クスを表示します。 

 

「年月日」を選択した場合、１２項へ 

年月日設定ボックスを表示します。 

 

１０． 「▲」、「▼」を押し、設定したい港の

ある都道府県を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     を押します。 

 

 

港指定方法選択設定ボックスが表示されます。 
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１１． 「▲」、「▼」を押し、設定したい港名

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     を押します。 

 

 

港指定方法選択設定ボックスが表示されます。 

 

１２． 「▲」、「▼」を押し、表示する年月日

の数値を選択します。（選択可能文字：０

～９） 

 

「  」、「 」を押し、文字の反転位置を

移動します。 

 

 

 

 

 

      を押します。 

 

 

港指定方法選択設定ボックスが表示されます。 

 

１３．  を押します。 

 

 

潮汐グラフに情報が反映されます。 

潮汐画面変更設定ボックスを表示します。 

 

１４． 引き続き設定を行う場合、 

4 項から行います。 

 

終了する場合、 

 

を押してメニューを閉じます。 

 

 
3.7.4 潮汐画面の港１、港２の潮汐情報を

表示しない 

 

潮汐画面で港１、港２の潮汐情報を表示しない

ようにできます。 

 

１． を、[長押し]します。 

 

 

  NAV 画面表示設定ボックスを表示しま

す。 

 

２． 「▲」、「▼」を押し、[潮汐画面]を選択し

ます。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

  

潮汐画面変更設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、表示したくない港

を選択します。 

 

 

５．       の「 」を押します。 

 

 

  

港１、または港２の選択設定ボックスを表

示します。 
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６． 「▲」、「▼」を押し、[マニュアル]を選択

します。 

 

７． 「 」を押します。 

港指定方法選択設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８． 「▲」、「▼」を押し、[表示なし]を選択し

ます。 

 

「表示なし」を選択した場合、潮汐グラフ画面

のグラフ表示が消えます。 

 

９． 引き続き設定を行う場合、 

4 項から行います。 

 

終了する場合、 

 

       を押してメニューを閉じます。 

 

 

3.8 目的地データを保存する 

 

航法 - データ書き込み 

 

目的地データを SD カード、またはUSB メモ

リーに保存することができます。 

操作部左側面のスロットに SD カード、または

USB メモリーを挿入後以下の手順で操作をし

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [航法] － [データ書き込み]を選択しま

す。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

  

データ書き込み選択ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、SD カードに保存す

るときは、[SD カード]を、USB メモリ

ーに保存するときは、[USB メモリー]を

選択します。 

 

 

５．      の「 」を押します。 

 

  

外部メディアへのデータ書き込み設定ボ

ックスを表示します。 

 

（SD カードを選択した場合） 

 

 

 

 

 

（USB メモリーを選択した場合） 

 

 

 

 

 

６． 「▲」、「▼」を押し、データ書き込みを

するときは、[はい]を、データ書き込みを

しないときは、[いいえ]を選択します。 

 

７．    を押します。 

  

 

 

注意：USB メモリーおよび SD カー

ドの抜き差しは、電源を切った状態

で行ってください。 
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「はい」を選択したときは、外部メディ

アへのデータ書き込み状態となり、「処理

中 しばらく、お待ちください。電源を

切らないでください。」のメッセージが表

示されます。 

書き込みが正常に完了した場合、「書き込

みを完了しました。」のメッセージが表示

され、しばらくするとデータ書き込み選

択ボックスメニューに戻ります。 

 

「いいえ」を選択した時は、データ書き込

み選択ボックスメニューに戻ります。 

 

８．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

3.9 目的地データを読み込む 

 

航法 - データ読み込み 

 

目的地データを SD カード、またはUSB メモ

リーから読み込むことができます。 

操作部左側面のスロットに SD カード、または

USB メモリーを挿入後以下の手順で操作をし

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [航法] － [データ読み込み]を選択しま

す。 

 

 

３．     の「 」を押します。 

 

  

 

 

 

 

 

データ読み込み選択ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、SD カードから読み

込みを行うときは、[SD カード]を、USB

メモリーから読み込みを行うときは、

[USB メモリー]を選択します。 

 

 

５．      の「 」を押します。 

 

  

外部メディアからのデータ読み込み設定

ボックスを表示します。 

 

６． 「▲」、「▼」を押し、データ読み込みを

するときは、[はい]を、データ読み込みを

しないときは、[いいえ]を選択します。 

 

７．     を押します。 

 

「はい」を選択したときは、外部メディ

アからのデータ読み込み状態となり、「処

理中 しばらく、お待ちください。電源

を切らないでください。」のメッセージが

表示されます。 

読み込みが正常に完了した場合、「読み込

みを完了しました。」のメッセージが表示

され、しばらくするとデータ読み込み選

択ボックスメニューに戻ります。 

 

「いいえ」を選択した時は、データ読み込

み選択ボックスメニューに戻ります。 

 

８．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

注意：USB メモリーおよび SD カー

ドの抜き差しは、電源を切った状態

で行ってください。 
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第4章 画像記憶リスト 

4.1 記憶した画像を呼び出す 

 

画像 - 画像記憶呼出し 

 

過去に記憶した魚探画像を呼び出し、目的地と

して登録できます。（基礎編の 4.4項の［イベ

ントキーを使用する］を参照） 

 
画像呼び出し中は、画像を記憶できません。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [画像] － [画像記憶呼出し]を選択しま 

す。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

    

 

 

画像記憶呼出しリストボックスを表示し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 画像を検索して絞り込むことができます。 

その結果を使用して更に絞り込むことも

できます。 

画像検索する場合、 

 

を押します。 

 

  画像記憶リスト検索設定ボックスを表示

します。 

 

 

 

 

 

 

 

５． 「▲」、「▼」を押し、コメントで検索す

るときは、[コメント検索]を選択します。

日付で検索するときは、[日付検索]を選択

します。日付が付いていない物を検索す

るときは、[日付なし検索]を選択します。 

 

６．     を押します。 

 

 

「コメント検索」を選択した場合、7 項へ 

 

「日付検索」を選択した場合、8 項へ 

 

「日付なし検索」を選択した場合、検索後の結

果を画像記憶呼出しリストに表示します。9 項

へ 

 

７． コメント検索設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

「▲」、「▼」を押し、文字を選択します。

（選択可能文字：コメント：A～Z 空白 

0～９＊＋,－．/） 

 

＊は、全ての文字が対象となる不定文字

として使用します。 

 

「 」、「 」を押し、文字の反転位置を移

動します。 

 

 

注意：選択されているリスト NO.は、

黄色になります。 
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コメント検索を行う場合、 

 

    を押します。 

 

検索結果を画像記憶呼出しリストに表示

します。9 項へ 

 

コメント検索を行わない場合、 

 

    を押します。 

 

画像記憶リスト検索設定ボックス表示に

戻ります。5 項へ 

 

８． 日付検索設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

「▲」、「▼」を押し、文字を選択します。

（選択可能文字：0～９） 

 

「  」、「 」を押し、文字の反転位置を移

動します。 

 

日付検索を行う場合、 

 

    を押します。 

 

検索結果を画像記憶呼出しリストに表示

します。9 項へ 

 

日付検索を行わない場合、 

 

    を押します。 

 

画像記憶リスト検索設定ボックス表示に

戻ります。5 項へ 

 

９． 「▲」、「▼」を押し、表示したい画像の

リストの番号を選択します。 

 

再度、検索を行う場合、 

 

    を押します。 

 

画像記憶リスト検索設定ボックス表示に

戻ります。5 項へ 

 

１０．    を押します。 

 

 画像記憶呼出し画面を表示します。  

 

１１． 画像の記憶されたときの状態を見る 

 

場合、    を押します。 

 

もう一度押すと状態表示が消えます。 

 

画像を記憶した時の周波数などの設定状態の

窓が表示されます。 

 

１２． 他の画像を呼出す場合、「▲」、「▼」を

押し、前後の画像記憶された画像を呼出

します。 

 

「処理中」のメッセージ表示後に呼出した画像

が表示されます。 

 

１３． 目的地を設定するときは、「 」、「 」

を押し、イベントカーソルを移動します。 

 

画像のイベントカーソル位置に緯度経度情報

が記憶されているとき、その位置を目的地とし

て目的地航法を開始できます。 

 

１４． イベントカーソル位置を目的地とし目

的地航法をする場合、 

 

    を押します。 

 

画像呼出し機能は終了します。 

目的地が設定され、目的地航法を開始します。 

その時、NAV 画面の簡易プロッター画面が表

示されます。（３．１項の目的地航法開始項目

と同様） 

 

１５．    を押して画像呼出しを終了し 
 

ます。 
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4.2 記憶した画像のコメントを編集する 

 

画像 - 画像記憶コメント 

 

記憶した魚探画像のコメントを変更できます。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [画像] － [画像記憶コメント]を選択し

ます。 

 

 

３．  の「 」を押します。 

    

 

画像記憶コメントリストボックスを表示

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 画像を検索して絞り込むことができます。 

その結果を使用して更に絞り込むことも

できます。 

 

画像検索を行う場合、 

 

を押します。 

 

 

 

  画像記憶リスト検索設定ボックスを表示

します。 

 

 

 

 

 

 

５． 「▲」、「▼」を押し、コメントで検索す

るときは、[コメント検索]を選択します。

日付で検索するときは、[日付検索]を選択

します。日付が付いていない画像を検索

するときは、[日付なし検索]を選択します。 

 

６． を押します。 

 

 

「コメント検索」を選択した場合、7 項へ 

 

「日付検索」を選択した場合、8 項へ 

 

「日付なし検索」を選択した場合、検索後の結

果を画像記憶呼出しリストに表示します。9 項

へ 

 

７． コメント検索設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

「▲」、「▼」を押し、文字を選択します。

（選択可能文字：コメント：A～Z 空白 

0～９＊＋,－．/） 

 

＊は、全ての文字が対象となる不定文字

として使用します。 

 

「 」、「 」を押し、文字の反転位置を移

動します。 

 

コメント検索を行う場合、 

 

    を押します。 

 

 

 

注意：選択されているリスト NO.は、

黄色になります。 
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検索結果を画像記憶呼出しリストに表示

します。9 項へ 

 

コメント検索を行わない場合、 

 

    を押します。 

 

 

画像記憶リスト検索設定ボックス表示に

戻ります。5 項へ 

 

８． 日付検索設定ボックスを表示します 

 

 

 

 

 

「▲」、「▼」を押し、文字を選択します。 

（選択可能文字：0～９）） 

 

「 」、「 」を押し、文字の反転位置を移

動します。 

 

日付検索を行う場合、 

 

    を押します。 

 

 

検索結果を画像記憶呼出しリストに表示

します。9 項へ 

 

日付検索を行わない場合、 

 

    を押します。 

 

 

画像記憶リスト検索設定ボックス表示に

戻ります。5 項へ 

 

９． 「▲」、「▼」を押し、コメントを編集し

たい画像のリストの番号を選択します。 

 

再度、検索を行う場合、 

 

    を押します。 

 

 

画像記憶リスト検索設定ボックス表示に

戻ります。5 項へ 

 

１０． を押します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１． 「▲」、「▼」を押し、文字を選択しま

す。（選択可能文字：コメント：A～Z 空

白 0～９＋,－．/） 

 

１２． 「 」、「 」を押し、文字の反転位置

を移動します。（日付の変更はできませ

ん） 

 

１３． 編集を中止する場合は、    を押

します。 

 

１４． 編集操作完了後、    を押しま 

す。 

 

編集終了設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

１５． 「▲」、「▼」を押し、編集を登録する

ときは、[はい]を選択します。編集を登録

しないときは、[いいえ]を選択します。 

 

１６． を押します。 
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「はい」を選択した場合、「処理中」のメッセ

ージ表示後、画像記憶コメントリストに戻りま

す。 

「いいえ」を選択した場合、画像記憶コメント

リストに戻ります。 

 

１７． を押してメニューを閉じます。 

 

 

4.3 記憶した画像を削除する 

 

画像 - 画像削除 

 

過去に記憶した魚探画像を削除できます。 

削除の完了には、しばらく時間がかかります。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [画像] － [画像削除]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

画像削除リストボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 画像を検索して絞り込むことができます。 

その結果を使用して更に絞り込むことも

できます。 

画像検索する場合、 

 

を押します。 

 

  画像記憶リスト検索設定ボックスを表示

します。 

 

 

 

 

 

 

検索方法は、4.1 の 5 項（4-1 ページ）

を参照 

 

５． 「▲」、「▼」を押し、削除する画像のリ

ストの番号を選択します。 

 

６．      を押します。 

 

 画像削除設定ボックスを表示します。  

 

 

 

 

 

 

７． 「▲」、「▼」を押し、削除するときは、[は

い]を選択します。削除しないときは、[い

いえ]を選択します。 

 

８．      を押します。 

 

「はい」を選択した場合、「画像記憶データ削

除中」のメッセージ表示後、画像削除リストに

戻ります。 

 

「いいえ」を選択した場合、画像削除リストに

戻ります。 

 

９．      を押してメニューを閉じます。 

  

 

 

 

 

 

注意：選択されているリスト NO.は、

黄色になります。 
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4.4 画像記憶リストの画像を全て削除する 

 

保守 - 画像全削除 

 

画像リストに登録されている全ての画像を削

除する機能です。削除の完了には、しばらく時

間がかかります。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [保守] － [画像全削除]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

  

画像全削除設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、全ての画像を削除

するときは、[はい]を選択します。全削除

しないときは、[いいえ]を選択します。 

 

「はい」を選択した場合、「画像記憶データ削

除中」のメッセージ表示後、メニューを閉じま

す。 

 

「いいえ」を選択した場合、メニューに戻りま

す。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

4.5 画像データを保存する 

 

画像 - データ書き込み 

 

画像データを SD カード、または USB メモリ

ーに保存することができます。 

操作部左側面のスロットに SD カード、または

USB メモリーを挿入後以下の手順で操作をし

てください。 

 

 

 

 

 

 

1.     を押します。 

    

     

2. [画像] － [データ書き込み]を選択しま

す。 

 

 

3.       の「 」を押します。 

 

  

データ書き込み選択ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

4. 「▲」、「▼」を押し、SD カードに保存す

るときは、[SD カード]を、USB メモリ

ーに保存するときは、[USB メモリー]を

選択します。 

 

 

5.        の「 」を押します。 

 

  

外部メディアへのデータ書き込み設定ボ

ックスを表示します。 

 

6. 「▲」、「▼」を押し、データ書き込みをす

るときは、[はい]を、データ書き込みをし

ないときは、[いいえ]を選択します。 

 

7.      を押します。 

  

「はい」を選択したときは、外部メディアへの

データ書き込み状態となり、「処理中 しばら

く、お待ちください。電源を切らないでくださ

い。」のメッセージが表示されます。 

保存が正常に完了した場合、「書き込みを完了

注意：USB メモリーおよび SD カー

ドの抜き差しは、電源を切った状態

で行ってください。 
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しました。」のメッセージが表示され、しばら

くするとデータ書き込み選択ボックスメニュ

ーに戻ります。 

 

「いいえ」を選択した時は、データ書き込み選

択ボックスメニューに戻ります。 

 

８．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

4.6 画像データを読み込む 

 

画像 - データ読み込み 

 

画像データを SD カード、またはUSB メモリ

ーから読み込むことができます。 

操作部左側面のスロットに SD カード、または

USB メモリーを挿入後以下の手順で操作をし

てください。 

 

 

 

 

 

 

１．    を押します。 

    

     

２． [画像] － [データ読み込み]を選択しま

す。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

  

データ読み込み選択ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、SD カードから読み

込みを行うときは、[SD カード]を、USB

メモリーから読み込みを行うときは、

[USB メモリー]を選択します。 

 

 

５．      の「 」を押します。 

 

  

外部メディアからのデータ読み込み設定

ボックスを表示します。 

 

６． 「▲」、「▼」を押し、データ読み込みを

するときは、[はい]を、データ読み込みを

しないときは、[いいえ]を選択します。 

 

７．     を押します。 

  

「はい」を選択したときは、外部メディアから

のデータ読み込み状態となり、「処理中 しば

らく、お待ちください。電源を切らないでくだ

さい。」のメッセージが表示されます。 

読み込みが正常に完了した場合、「読み込みを

完了しました。」のメッセージが表示され、し

ばらくするとデータ読み込み選択ボックスメ

ニューに戻ります。 

 

「いいえ」を選択した時は、データ読み込み選

択ボックスメニューに戻ります。 

 

 

８．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

注意：USB メモリーおよび SD カー

ドの抜き差しは、電源を切った状態

で行ってください。 



—このページは空白ですー 
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第5章 システム設定 

5.1 機能キー（Ｆ１／Ｆ２）に目的の動作

を割り当てる 

 

メニューにある使用頻度の高い機能を機能キ

ーに割り当てることにより操作性が向上しま

す。 

 

割り当てた機能は、ヘッダー上にアイコンとし

て表示されます。 

 

 

 

 

 

 

機能アイコンは、以下のものを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1.1 「Ｆ１」キーを登録する 
 

システム - F1 キー設定 

 

[F1]キーに割り当てる機能を選択します。 

 

１． を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． [システム] － [F1 キー設定]を選択しま 

 す。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

  

F1 キー設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、使用する機能を選

択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

シフト桁入力 

干渉除去 

色消し 

雑音抑圧 

背景色 

TVG 調整 

ホワイトライン 

A スコープ 

画面入替え 

画面タイトル 

VRM 追従間隔 

目的地航法開始 

画像記憶呼出し 

周波数 

イベントキー用途 

キーロック 

測深単位 

色調 

海底底質モード 
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5.1.2 「Ｆ２」キーを登録する 
 

システム - F2 キー設定 

 

[F２]キーに割り当てる機能を選択します。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [システム] － [F２キー設定]を選択しま 

す。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

  

F２キー設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、使用する機能を選

択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.2 ガイドを表示する／表示しない 

 

メニューの操作を補助するガイドを表示しま

す。取扱説明書を見ること無く、次の操作や機

能の内容が分かるようにガイドを表示する機

能です。 

 

5.2.1 操作ガイドを表示する／表示しな
い 

 

システム - 操作ガイド 

 

メニューの次の操作が分かるガイドの表示を

します。 

 

１．    を押します。 

 

 

２． [システム] － [操作ガイド]を選択しま

す。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

操作ガイド設定ボックスを表示します。 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、表示するときは、

[ON]を、やめるときは、[OFF]を選択し

ます。 

 

５．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.2.2 機能ガイドを表示する／表示しな
い 

 

システム - 機能ガイド 

 

メニュー項目の機能の概要が分かるガイドを

表示します。 

 

１．    を押します。 

 

 

２． [システム] － [機能ガイド]を選択しま

す。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

機能ガイド設定ボックスを表示します。 
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４． 「▲」、「▼」を押し、表示するときは、

[ON]を、やめるときは、[OFF]を選択し

ます。 

 

 

５．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.3 ヘッダーを表示する／表示しない 

 

システム - ヘッダー表示 

 

現在のシステムの状態を表示するヘッダーを

表示します。 

 

１．    を押します。 

 

 

２． [システム] － [ヘッダー表示]を選択し

ます。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

ヘッダー表示設定ボックスを表示します。 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、表示するときは、

[ON]を、やめるときは、[OFF]を選択し

ます。 

 

５．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.4 変更できるメニューを制限する 

 

システム - 簡易メニュー 

 

一度設定を行ったら変更する必要のないメニ

ュー項目を灰色文字表示にして操作できない

ようにする機能です。 

 

１．    を押します。 

 

 

２． [システム] － [簡易メニュー]を選択し

ます。 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

簡易メニュー設定ボックスを表示します。 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、機能を有効にする

ときは、[ON]を、やめるときは、[OFF]

を選択します。 

 

５．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.5 ソナトーン出力を使用する 

 

ソナトーン®（ソナー音）とは、魚探の映像に
表示される魚群などの状況を音で知ることが
できる機能です。 

外部にアンプつきのスピーカー（お客様手配
品）を接続すると、ソナー音が聞けます。 
ソナー音出力は、常に出力されます。スピーカ
ーの音量はスピーカーについている音量調整
を使って調整します。 

（ソナトーン®用外部スピーカーの接続につ

いては、装備説明書 1.6.1 項の［表示機およ

び制御部へのケーブル接続］を参照） 

 

 

5.6 泡切れの頻度を減らす 

 

システム - 泡切れ 

 

泡切れの頻度を低減することが出来る機能で

す。 

 

１．    を押します。 

 

 

２． [システム] － [泡切れ]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

泡切れ設定ボックスを表示します。 
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４． 「▲」、「▼」を押し、泡切れの頻度の低

減度合いを選択します。 

 

「弱」は、泡切れ発生時、短い時間であれば泡

切れ補間処理*1が働きます。 

「強」は、泡切れを検出したら画面送りを停止

し、泡切れ解消を検出したら画面送りを再開し

ます。 

 

５．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.7 時計を表示する／表示しない 

 

システム - 時計表示 

 

外部航法機器より入力されるデータにより時

計を表示する機能です。 

 

１．    を押します。 

 

 

２． [システム] － [時計表示]を選択します。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

時計表示設定ボックスを表示します。 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、表示するときは、[ON]

を、やめるときは、[OFF]を選択します。 

 

画面左側に時計が表示されます。 

水深表示位置を変えると表示位置が変わりま

す。 

 

５．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.8 操作音の音量を変更する 

 

入出力 - 内部ブザー音量 

 

操作音の音量を選択します。 

 

 

１． を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． [入出力] － [内部ブザー音量]を選択し

ます。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

内部ブザー音量設定ボックスを表示しま

す。 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、操作音の音量を選

択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.9 水温データの入力元を変更する 

 

入出力 - 水温データ入力元 

 

表示などのシステム内で使用する水温データ

の入力元を選択できます。 

 

１． を押します。 

 

 

 

*1 泡切れ補間処理：泡切れで映像が消える部分ができたときに目立たなくする処理。 

注意：内部ブザー音量を小さくしても

警報音は一定の音量で鳴るため、小

さくなりません。 
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注意：[OFF]のときは、本機から同期

信号を出力します。 

２． [入出力] － [水温データ入力元]を選択

します 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

水温データ入力元設定ボックスを表示し

ます。 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、入力元を選択しま

す。 

 

「センサー」は、J6コネクターに接続した水

温センサーを使用します。 

「NMEA」は、J3 コネクター、J8 コネクタ

ーに接続した外部からの入力値を使用します。 

（J6、J3および J8コネクターの接続につい

ては、装備説明書の 1.6.1 項の［表示機およ

び制御部へのケーブル接続］を参照） 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.10 外部同期関連 

 

5.10.1 外部同期入力を使用する 
 

入出力 - 外部同期入力 

 

自船に搭載された本機とは別の魚探と送信同

期*1を取ることで、お互いの干渉波の表示を防

止する機能です。 

 

１． を押します。 

 
 
２． [入出力] － [外部同期入力]を選択しま  

す。 

 
 
３．       の「 」を押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

外部同期入力設定ボックスを表示します。 

   
 
４． 「▲」、「▼」を押し、入力方法を選択し

ます。 

 

「_↑¯」は、外部同期の立ち上がり信号を検出

し、送信します。 

「¯↓_」は、外部同期の立ち下がり信号を検出

し、送信します。 

「ネットファインダー」は、「_↑¯」と同じです

がネットファインダーの信号が外部同期に接

続されるとその深度位置を映像に線で表示し

ます。 

 

５．         を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.10.2 外部同期ディレイ 
 

入出力 -外部同期ディレイ 

 

外部同期で接続されている外部魚探の測深レ

ンジがこの CVS-875D/877D の測深レン

ジよりも浅い場合、外部魚探の発振線が偽像と

して映るのを低減します。この機能は干渉除去

と併用すると効果的です。 

 

１．    を押します。 

 
 
２．[入出力] － [外部同期ディレイ]を選択し

ます。 

 

 

*1 送信同期：魚探同士で同時に送信する機能のこと。（ケーブルでつなぎ、どちらかを親として同期さ 

   せる） 

注意：本機への外部魚探からの同期信

号が未入力のときは、【_↑－】また

は【－↓_】にすると映像送りは停止

します。 
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３．      の「 」を押します。 

 

 

外部同期ディレイ作設定ボックスを表示

します。 

 

 

 

 
 
４．「▲」、「▼」を押し、動作を選択します。 

 

５．    を押してメニューを閉じます。 

 

[ON]にすると CVS-875D/877D は、外部

同期信号を受信後、毎回ランダムな遅延の後に

送信トリガー信号を出力します。これにより外

部魚探の発振線の偽像はランダムに分散して

表示され、海底と誤検出されることを防ぎます。

このとき「干渉除去」が「弱」か「強」に設定

されていると偽像が消えます。 

 

［OFF］にすると、外部魚探の同期信号を受

信した瞬間に送信トリガー信号を出力します。 

 

 

5.10.3 外部同期未受信時の動作 
 

入出力 -同期未受信動作 

 

外部同期信号が入力されないと、画面送りが停

止します。この場合の動作を設定します。 

 

１．    を押します。 

 
 
２．[入出力] － [同期未受信動作]を選択しま  

す。 
 
 

３．      の「 」を押します。 

 

 

同期未受信動作設定ボックスを表示しま

す。 

   
 
４．「▲」、「▼」を押し、動作を選択します。 

 

「停止」は、外部同期信号が無い場合に、画面

送りが停止します。 

「オート」は、外部同期信号が無い場合に、本

機の送受信により画面送りを行います。 

 

５．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.10.4 外部同期出力 
 

入出力 - 外部同期出力 

 

本機から出力する同期信号の波形を設定しま

す。 

 

１．    を押します。 

 

２．[入出力] － [外部同期出力]を選択しま  

す。 

 
 
３．      の「 」を押します。 

 

 

外部同期出力設定ボックスを表示します。 

   
 

４．「▲」、「▼」を押し、出力方法を選択しま

す。 

 

「_↑¯」は、ノーマル Low信号を送信します。 

「¯↓_」は、ノーマル High 信号を送信します。 

 

５．    を押してメニューを閉じます。 
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5.11 補正する 

 

本機に入力される各種データの誤差を補正し、

使用環境を良くするために行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.11.1 吃水を設定する 
 

補正 - 吃水 

 

海面から送受波器の設置深度までの深さを設

定します。通常は、船の吃水値を設定します。 

（設定範囲：m 時：-10.0～10.0、ヒロ時：

-6.0～6.0） 

 

１． を押します。 

 

２．  [補正] － [吃水]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

吃水設定ボックスを表示します。 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、吃水を設定します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.11.2 音速を補正する 
 

補正 - 音速 

 

海水、または淡水の使用する環境に合わせ音速

の誤差を補正してください。 

（設定範囲：-７～２％） 

 
１． を押します。 

 

２． [補正] － [音速]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

音速設定ボックスを表示します。 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、音速の補正量を設

定します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.11.3 水温を補正する 
 

補正 - 水温 

 

水温値の誤差を補正できます。 

（設定範囲：-10.0～10.0（℃、°F）） 

 

１． を押します。 

 

２．  [補正] － [水温]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

水温設定ボックスを表示します。 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、水温の補正量を設

定します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.11.4 船速を補正する 
 

補正 - 船速 

 

船速値の誤差を補正できます。 

（設定範囲：-10.0～10.0） 
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１． を押します。 

 

２．  [補正] － [船速]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

船速設定ボックスを表示します。 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、船速の補正量を設

定します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.11.5 送受波器の感度を調整する 
 

補正 - 感度（TD） 

 

超音波信号の減衰による感度不足を補正する

ことにより海底検出の精度の調整を行います。

実際の海底よりも深い位置を海底と誤認識し

たり、大きな魚群を海底と誤認識する場合の補

正ができます。 

この設定値は、正規な送受波器の設置方法で設

置されていれば基本的には行う必要はありま

せん。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [補正] － [感度（TD）]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

感度（TD）調整画面となり、周波数ごと

に画面の上部に感度（TD）設定ボックス

を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 赤色、または緑色に点灯している、変更

したい側の感度つまみを回し、感度（TD）

を設定します。 

 

感度（TD）設定ボックスの右上に赤色の印が
あるときには、赤色で点灯している感度つまみ
を操作します。緑色の印があるときには、緑色
で点灯している感度つまみを操作します。 

 

 

 

 

 

 

 

感度（TD）の合わせ方として、海底を示すホ

ワイトラインが全画面で同じくらいの太さに

なるように設定値を合わせます。 

 

５． 変更したい側にある感度つまみを数回押

し、変更する感度（TD）ボックスの場所

に移動します。（右上の赤色の印が移動し

ます。） 
 

画面が 2 画面以上あるときは、変更したい画
面側の感度つまみを押してください。押したほ
うの感度つまみが赤色に変わります。（3 画面
の中央の画面は、右側となります）。 

 

６．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

この部分が、赤または緑で表示される 
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5.11.6 電源周波数を調整する 
 

補正 - 電源周波数調整 

 

送受信している周波数と電源の周波数の影響

で魚探映像にノイズが入ることがあるため、電

源の周波数を変更し、ノイズを除去します。 

 

１． を押します。 

 

２． [補正] － [電源周波数調整]を選択しま 

す。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

電源周波数調整設定ボックスを表示しま

す。 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、電源の周波数を設

定します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.11.7 ボトムハードネスを調整する 
 

補正 - ボトムハードネス調整 

 

ボトムハードネス調整メニューはボトムハー

ドネスを「範囲」「感度」で調整します。 

この機能は、[ボトムハードネス]メニューで表

示される値と[プロッター接続]メニューで出

力されるボトムハードネスの値に反映されま

す。 

 

範囲はボトムハードネスの計算を行う海底信

号の範囲を調整します。 

値を大きくするほど計算結果の％値の変動幅

が広がります。 

 

１．   を押します。 

 

２．[補正] － [ボトムハードネス調整] ― 

[範囲]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

３．     の「 」を押します。 

 

 

 ボトムハードネス調整の範囲設定ボックス

を表示します。 

 

 

 

 

４．「▲」、「▼」を押し、範囲を設定します。 

 

５．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

感度はボトムハードネスの計算結果の大きさ

を調整します。 

値を大きくするほど計算結果の％値が大きく

なります。 

 

１．  を押します。 

 

２．[補正] － [ボトムハードネス調整] ― 

[感度]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

３．     の「 」を押します。 

 

 

ボトムハードネス調整の感度設定ボックス

を表示します。 

 

 

 

 

４．「▲」、「▼」を押し、感度を設定します。 

 

５．    を押してメニューを閉じます。 
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5.12 ヒービングを使用する 

 

海底の映像がうねりや波などの影響で上下に

波打った状態になるとき、波による上下動をセ

ンサーで探知し、映像の上下動を抑制する機能

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.12.1 ヒービングの ON/OFF 
 

ヒービング - ヒービング 

 

ヒービング機能を有効にします。 

 

１． を押します。 

 

２． [ヒービング] － [ヒービング]を選択し

ます。 
 
 

３．       の「 」を押します。 

 
 

ヒービング設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、ヒービング機能を 

有効にするときは、[ON]を、無効にする

ときは、[OFF]を選択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

＜表示例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

ヒービング OFF  ヒービング ON 

ヒービング機能を有効[ON]にすることにより、

海底映像が補正されます。 

 

 

5.12.2 ヒービングのセンサー位置を設定
する 

 

ヒービングセンサーと送受波器の位置の関係

を設定することでより正確な補正ができます。 

 

ヒービング - 高周波 TD 船首尾 

ヒービング - 低周波 TD 船首尾 

 

キール上の線と船体の重心を通り左右に直交

する線で船体を 4 つの象限に分けます。 

・GPS コンパスのアンテナと TD が同じ象限

にある場合 

船体の重心から送受波器までの前後の距離

を設定します 

船体の重心よりも送受波器の位置が船首側

の場合は＋で設定、船尾側の場合は－で設定

してください。 

 

・GPS コンパスのアンテナと TD が別の象限

の場合 

GPS コンパスのアンテナから送受波器まで

の前後の距離を設定します 

GPS コンパスのアンテナよりも送受波器の

位置が船首側の場合は＋で設定、船尾側の場

合は－で設定してください。 

 

 
*1 ヒービング：海面の上下動のこと。ここでは海底映像が上下するのを GPS で補正する機能のこと。 

 

注意：ヒービング*1を使用するには、 

ヒーブセンテンスを出力するセン

サーが必要です。 
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１． を押します。 

 

２．  [ヒービング] － [X 周波 TD 船首尾]を

選択します 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

X 周波 TD 船首尾設定ボックスを表示し

ます。 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、船首尾方向の距離

を設定します。 

 

５． 「 」を押します。 

 

ヒービング - 高周波 TD 左右 

ヒービング - 低周波 TD 左右 

 

キール上の線と船体の重心を通り左右に直交

する線で船体を 4 つの象限に分けます。 

・GPS コンパスのアンテナと TD が同じ象限

にある場合 

キールから送受波器までの左右の距離を設

定します 

キールよりも送受波器の位置が右舷側の場

合は＋で設定、左舷側の場合は－で設定して

ください。 

 

・GPS コンパスのアンテナと TD が別の象限

の場合 

GPS コンパスのアンテナから送受波器まで

の左右の距離を設定します 

GPS コンパスのアンテナよりも送受波器の

位置が右舷側の場合は＋で設定、左舷側の場

合は－で設定してください。 

 

１． [ヒービング] － [X 周波 TD 左右]を選

択します。 

 

２． 「 」を押します。 

 

 

X 周波 TD 左右設定ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

３． 「▲」、「▼」を押し、左右方向の距離を

設定します。 

 

４． 「 」を押します。 

 

ヒービング - 高周波 TD 高さ 

ヒービング - 低周波 TD 高さ 

 

水面の位置からGPSアンテナまでの高さを設

定します。値は必ず＋で設定します。値は必ず

＋で設定してください。 

 

１． [ヒービング] － [X周波TD高さ]を選択

します。 

 

２． 「 」を押します。 

 

X 周波 TD 高さ設定ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

３． 「▲」、「▼」を押し、高さ方向の距離を

設定します。 

 

４．    を押してメニューを閉じます。 

 

 
5.12.3 センサーの入力信号の±符号を切

り替える 
 

ヒービング – ヒーブ入力信号切替 

 

ヒービングのデータは、各社の GPSコンパス

の製品ごとに出力値が補正値なのか、変位量な

のかで±符号の付け方が違います。 

ヒービングを ON にしたときに、上下動が増

えてしまった場合には、この機能で符号を切り

替えることで正しく補正されるようになります。 
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１．   を押します。 

 

2．[ヒービング] － [ヒーブ入力信号切替]を

選択します。 

 

３．  の「 」を押します。 

 

 

ヒーブ入力信号切替設定ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

4．「▲」、「▼」を押し、ON/OFF を設定しま

す。 

 

５．「 」を押します。 

 

ヒービング – ピッチ入力信号切替 

 

ピッチングデータは、各社の GPS コンパスの

製品ごとに出力値が補正値なのか、変位量なの

かで±符号の付け方が違います。 

ヒービングを ON にしたときに、上下動が増

えてしまった場合には、この機能で符号を切り

替えることで正しく補正されるようになりま

す。 

 

１．   を押します。 

 

2．[ヒービング] － [ピッチ入力信号切替]を

選択します。 

 

３．     の「 」を押します。 

 

 

ピッチ入力信号切替設定ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

4．「▲」、「▼」を押し、ON/OFF を設定しま

す。 

５．「 」を押します。 

ヒービング – ロール入力信号切替 

 

ローリングのデータは、各社の GPSコンパス

の製品ごとに出力値が補正値なのか、変位量な

のかで±符号の付け方が違います。 

ヒービングを ON にしたときに、上下動が増

えてしまった場合には、この機能で符号を切り

替えることで正しく補正されるようになりま

す。 

 

１．   を押します。 

 

2．[ヒービング] － [ロール入力信号切替]を

選択します。 

 

３．     の「 」を押します。 

 

 

ロール入力信号切替設定ボックスを表示

します。 

 

 

 

 

 

4．「▲」、「▼」を押し、ON/OFF を設定しま

す。 

５．「 」を押します。 

 

 

5.13 送受波器の設定をする 

 

送受波器の種類による周波数や指向角などの

違いを、使用する送受波器に合わせることによ

り、正確な情報を提供します。 
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処理中 

しばらくお待ちください。 

5.13.1 送受波器の種類を選択する 
 

TD 設定 - 高周波 TD の種類 

TD 設定 - 低周波 TD の種類 

 

使用する送受波器の種類を選択します。映像に

影響するので必ず設定を行ってください。 

 

１． を押します。 

 

２． [TD設定] － [X周波 TDの種類]を選択

します。 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

X 周波 TD の種類設定ボックスを表示し

ます。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、X 周波の TD の種

類を選択します。 

 

広帯域型送受波器を使用するときは、[広

帯域型]を、広帯域型送受波器以外を使用

するときは、「その他」を選択します。 

X周波側の送受波器を使用しないときは、

[OFF]を選択します。 

 

５． 「 」を押します。 

 

[広帯域型]を選択した場合、 

広帯域型 TD 設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「▲」、「▼」を押し、使用する送受波器の

種類を選択します。 

 

[その他]を選択した場合、 

その他設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

「▲」、「▼」を押し、使用する送受波器

の種類を選択します。 

 

６．    を押します。 

 

TD 設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

７． 「▲」、「▼」を押し、「はい」を選択しま

す。 

 

８．    を押します。 

 

処理中メッセージを表示して、送受波器の

設定が行われます。 

 

 

 

数秒後に、TD 設定-X 周波 TD の種類に

戻ります。 

 

「広帯域型」で選択した送受波器は、高周波/

低周波双方の「広帯域型」にも反映されます。 

選択した送受波器の周波数範囲、出力、指向角

範囲が自動的に設定されます。 
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注意：「その他（1 周波）」「その他（2

周波）」が設定されると、特殊調整

-出力制限（X 周波）が「70」（2kw

相当）に設定されます。 

 本設定後に、お使いの送受波器の

出力に合わせて再設定してくださ

い。詳細は装備説明書の 2．6 出

力制限の設定を参照ください。 

「その他」の「TD-XXX」で選択した送受波

器の周波数、出力、指向角が自動的に設定され

ます。 

 

使用する送受波器名が不明の場合には、「その

他（1 周波）」か「その他（2 周波）」を選択し

ます。 

 

「その他（1 周波）」は、単周波送受波器を使

用する時に選択します。 

 

「その他（2 周波）」は、2 周波交互送信の送

受波器を使用する場合に選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.13.2 送受波器の周波数、指向角を設定
する 

 

TD 設定 - 高周波 TD１設定 

TD 設定 - 高周波 TD２設定 

TD 設定 - 低周波 TD１設定 

TD 設定 - 低周波 TD２設定 

 

１． を押します。 

 

２． [TD 設定] － [X 周波 TDX 設定]を選択

します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

X 周波 TDX 設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、周波数を変更する

ときは、[周波数]を、指向角を変更すると

きは、[指向角]を選択します。 

 

５． 「 」を押します。 

 

  [周波数]を選択した場合、 

周波数設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

[指向角]を選択した場合、 

指向角設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

６． 「▲」、「▼」を押し、周波数、または指

向角を設定します。 

 

5.13.1 項で「広帯域型」を選択した場合、周

波数を設定すると自動的に指向角が設定され

ます。 

 

７．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.13.3 海底検出を開始する深度を設定す
る 

 

TD 設定 - 海底検出開始位置 高 

TD 設定 - 海底検出開始位置 低 

 

X 周波の海底検出開始位置を設定します。 

 

１． を押します。 

 

注意：指向角の設定は、探知範囲表

示に反映するものであり、実際の

指向角が変わるものではありませ

ん。（指向角に関しては、装備説明

書の機器構成の[広帯域型送受波

器の種類]、［送受波器の種類］を

参照） 
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２． [TD 設定] － [海底検出開始位置 X]を

選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

海底検出開始位置 X 設定ボックスを表

示します。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、深度を設定します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.14 基本設定をする 

 

表示言語や現在時刻、使用するＧＰSなどの環

境を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.14.1 言語を選択する 
 

基本設定 - 言語選択 

 

表示言語を切り替えます。 

 

 

 
 

１． を押します。 

 

２． [基本設定] － [言語選択]を選択します。 
 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

言語選択設定ボックスを表示します。 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、言語を選択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.14.2 距離と船速の単位を変更する 
 

基本設定 - 距離・船速単位 

 

表示単位を「NM,kn」、「km,km/h」、または

「sm,mph」に切り替えます。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [基本設定] － [距離・船速単位]を選択し

ます。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

距離・船速単位設定ボックスを表示します。 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、距離・船速単位を

選択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

注意：距離・船速単位の変更で関連す

る項目の現在の設定値は、全て指定

された単位に換算されます。 

注意：[言語選択]は赤文字で表示され

ます。 
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5.14.3 測深の単位を変更する 
 

基本設定 - 測深単位 

 

測深表示の単位をｍ、fm、I.fm、ft、ヒロに切

り替えます。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [基本設定] － [測深単位]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

測深単位設定ボックスを表示します。 

４． 「▲」、「▼」を押し、測深単位を選択し

ます。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 
 

 

 

 

 

5.14.4 水温の単位を変更する 
 

基本設定 - 水温単位 

 

水温表示の単位を℃、°Fに切り替えます。 

 

１． を押します。 

 

 

２． [基本設定] － [水温単位]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

水温単位設定ボックスを表示します。 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、水温単位を選択し

ます。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

5.14.5 現在の時間に合わせる 
 

基本設定 - 時差設定 

 

画面に表示されている時間と実際の時間に時差
がある場合、調整する必要があります。時差設
定を 0.5 時間（30 分）単位で設定できます。
（設定範囲：-12.0～14.0h）（世界標準時 0.0
を基準とします） 

 

１． を押します。 

 

 

２． [基本設定] － [時差設定]を選択します。 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

時差設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、世界標準時に対し

ての時差を設定します。 

 

日本時間を設定する場合、9.0 で設定します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

注意:初回電源投入時に表示する言語

選択を日本語にすると、時差設定が

9.0 時間に設定されます。 

注意：測深単位の変更で関連する項目

の現在の設定値は、全て指定された

単位に換算されます。 

注意：水温単位の変更で関連する項目

の現在の設定値は、全て指定された

単位に換算されます。 
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注意：[GPS 選択] で [その他] が選択

されている場合は、初期化できませ

ん。 

5.14.6 使用する GPS の選択をする 
 

基本設定 - GPS 選択 

 

GPS センサーの選択をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． を押します。 

 

２． [基本設定] － [GPS 選択]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

GPS 選択設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、GPS の種類を選択

します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 
5.14.7 GPS の初期化をする 
 

基本設定 - GPS 初期化設定 

 

GPS センサーの初期化を行います。 

 

 

 

１． を押します。 

 

２． [基本設定] － [GPS 初期化設定]を選択

します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

GPS 初期化設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、初期化を行うとき

は、[はい]を、初期化をしないときは、[い

いえ]を選択します。 

 

５．     を押します。 

 

６．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.15 NMEA の設定をする 

 

NMEA1（J8）、NMEA2（J３）ポートに関

連する設定を行い、入出力を出来るようにしま

す。（J8 および J3 コネクターの接続について

は、装備説明書の 1.6.1 項の［表示機および

制御部へのケーブル接続］を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：直接、光電製の GPS センサー

を接続する場合のみ[光電製 GPS]

を選択してください。該当する

GPS センサーが無い場合は、[その

他]を選択してください。 
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5.15.1 NMEA1（J8）のボーレートを設
定する 

 

NMEA1 - ボーレート 

 

J8 ポートのボーレートを設定します。 

外部接続機器と伝送速度を合わせてください。 

 

１． を押します。 

 

２． [NMEA1] － [ボーレート]を選択しま 

 す。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

ボーレート設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、NMEA1 側のボー  

レートを選択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.15.2 NMEA2（J3）のボーレートを設
定する 

 

NMEA2 - ボーレート 

 

J３ポートのボーレートを設定します。 

外部接続機器と伝送速度を合わせてください。 

 

１． を押します。 

 
 

２． [NMEA2] － [ボーレート]を選択しま 

す。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

ボーレート設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、NMEA2 側のボー  

レートを選択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.15.3 NMEA の出力を選択する 
 

NMEA1 - DBT/DPT/GGA/MTW/TLL/ 

VHW/VTG/ZDA/GLL/HDT/

MWV/RMC 出力 

NMEA2 - DBT/DPT/GGA/MTW/TLL/ 

VHW/VTG/ZDA/GLL/HDT/

MWV/RMC 出力 

 

 

１． を押します。 

 

２． [NMEA1] － [任意の出力]を選択しま   

す。または 

[NMEA２] － [任意の出力]を選択しま

す。 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

XXX 出力設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、出力を有効にする  

ときは、 [ON]を、無効にするときは

[OFF]を選択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 
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5.15.4 NMEA モニターで入力センテン
スを表示する 

 

入出力 - NMEA モニター 

 

NMEA1（J8）、NMEA2（J3）から入力さ

れるデータを確認する機能です。 

 

１． を押します。 

 

２．  [入出力] － [NMEA モニター]を選択

します。 

 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

NMEA モニター設定ボックスを表示しま

す。 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、NMEA1（J8）の

入力データを見るときは、[NMEA1]を選

択します。NMEA2（J3）の入力データ

を見るときは、[NMEA2]を選択します。 

 

５． 「 」を押します。 

 

  指定した NMEA 側のモニターを表示し 

ます。 

入力されたデータは、文字列として白色、

または黄色で表示されます。 

 

６． 一時停止を行うには、「 」を押します。 

 

一時停止を行うと、モニター画面が停止され、

現在表示しているデータを確認できます。 

 

７． 再開するには、「 」を押します。 

 

８． 終了するには、     を押します。 

 

 
5.15.5 NMEA 送信間隔 
 

入出力 - NMEA 送信間隔 

 

NMEA 出力の間隔を設定します。 

 

１．    を押します。 

 

２．[入出力] － [外部同期出力]を選択しま  

す。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

NMEA 送信間隔設定ボックスを表示します。 

   

 

 

 

 

 

４．「▲」、「▼」を押し、送信間隔を選択しま

す。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.15.6 プロッター接続 
 

入出力 - プロッター接続 

 

プロッターとの接続が選択できます。 

 

１．    を押します。 

 

２．[入出力] － [プロッター接続]を選択しま

す。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

プロッター接続設定ボックスを表示しま

す。 
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注意：プロッター接続先を選択する

と（「Olex」、「Nobeltec」、「その

他」）、NMEA 端子 J8 のボーレー

トが 38400 bps になり、それぞ

れの専用データが出力されます。 

 

４．「▲」、「▼」を押し、接続先を選択します。

接続しないときは、[OFF]を選択します。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.16 カスタマイズする 

 

使用上、画面の表示物、魚体長、海底などの判

別がしづらい場合や、魚探映像の色の配色を変

更したい場合に好みの色への変更や色の配分

を変更できます。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
5.16.1 表示物の色を変更する 
 

カスタマイズ - 色変更 

 

画面に表示されている文字やスケールなど特

定部分の色を変更できます。 

 

１． を押します。 

 

２． [カスタマイズ] － [色変更]を選択しま 

す。 

 

 

 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

色変更設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、色を変更したい項  

目を選択します。 

 

色が変更できる項目は 2１種類あります。 

 

５． 「 」を押します。 

 

指定した項目の色変更RGB設定*1ボック

スを表示します。 

 

 

 

 
 

 

 

６． 「▲」、「▼」を押し、色を選択します。 

 

赤、緑、青の色要素の値を変更することにより

好きな色合いに変更できます。 

現在設定されている色の見本が設定ボックス

の下に表示されます。 

 

７． 「 」を押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

*1 RGB設定：R（赤）、G（緑)、B（青)の光の三原色を設定すること。 
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注意：色配分を変更する場合、設定

中の配分が他の色の配分の領域に

入ったとき、その色の配分も設定

している値に変更されてしまいま

す。そのため比率の少ない色（青）

から始め、比率の大きい色へと移

ることを推奨します。 

RGB 設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「青」を選択したときは、青色要素設定ボック

スが表示されます。 

「緑」を選択したときは、緑色要素設定ボック

スが表示されます。 

 

８． 「▲」、「▼」を押し、色の明るさを調整  

します。 

 

色の明るさを調整すると、実際に表示している

色が設定ボックスの下に表示されます。 

 

９． 続けて他の色要素を変更する場合は、

「 」を押します。 

 

指定した項目の色変更 RGB 設定ボック

スを表示します。 

 

１０． 6 項から 9 項を繰りかえします。 

 

１１．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.16.2 レインボーパターンの映像色の配
分を変更する 

 

カスタマイズ - 色配分 

 

レインボーパターンの映像色の配分を設定し

ます。 

 

１． を押します。 

 

２． [カスタマイズ] － [色配分]を選択しま 

す。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

色配分設定ボックスを表示します。 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、変更したい色を選

択します。 

 

５． 「 」を押します。 

 

指定した色の設定ボックスを表示します。 

 

６． 「▲」、「▼」を押し、配分を設定します。 

 

配分を変更すると、レインボーパターンを表示

している場合、レインボーパターンの配分も同

時に変化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． 続けて他の色配分を変更する場合は、

「 」を押します。 

 

色配分設定ボックスを表示します。 

 

８． 4 項から７項を繰りかえします。 

 

９．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.16.3 魚群魚体長色の赤味を変更する 
 

カスタマイズ - 魚群魚体長色調整 

 

合成の魚群魚体長画面を表示したときに、小さ

い魚体長の判別色の赤味を濃くし、より際立つ

よう調整します。 

 

１． を押します。 

 

２． [カスタマイズ] － [魚群魚体長色調整]

を選択します。 

（「赤」を選択したとき） 
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３．       の「 」を押します。 

 

 

魚群魚体長色調整設定ボックスを表示し

ます。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、赤味の濃さを調整

します。 

 

数値を変更することにより好きな赤味に変更

できます。 

数値を大きくするほど赤味が濃くなります。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.16.4 海底の判別を分かりやすくする 
 

カスタマイズ - 海底底質モード 

 

海底から下の映像を強調して、海底の判別を分

かりやすくします。 

海底から上の映像は、通常表示と同様に表示し

ます。 

 

１． を押します。 

 

２． [カスタマイズ] － [海底底質モード]を

選択します。 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

海底底質モード設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、数値を選択します。

無効にするときは[OFF]を選択します。 

 

数値が大きいほど効果が大きくなります。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.17 デモ映像を表示する 

 

擬似魚探映像を使用して、魚群探知機の機能を

確認するためや操作の確認を行うための機能

です。 

 

5.17.1 用意されているデモ映像を表示す
る 

 

保守 - デモ映像 

 

デモ映像を[ON]にすると、擬似魚探映像を表

示します。 

 

１． を押します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． [保守] － [デモ映像]を選択します。 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

デモ映像設定ボックスを表示します。 
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４． 「▲」、「▼」を押し、擬似映像を表示す

るときは、[ON]を、表示をやめるときは、

[OFF]を選択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.17.2 デモ映像の種類を選択する 
 

保守 - デモ映像選択 

 

デモ映像で表示したい種類を選択できます。 

 

１． を押します。 

 

２． [保守] － [デモ映像選択]を選択します。 

 

 

３．  の「 」を押します。 

 

 

デモ映像選択設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、表示したい種類を

選択します。 

 

５．     を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.18 操作したくないキーをロックする 

 

保守 - キ－ロック 

 

つまみとキーの機能を不動作状態にします。一
旦設定した機能を誤操作により変えてしまう
ことを防止します。 

 

１． を押します。 

 

２．  [保守] － [キーロック]を選択します。 

 

 

 

３．       の「 」を押します。 

   

 

キーロック*1設定画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 画面に従いロックするキーを押します。 

 

ロックの候補に選択されたキーは、画面上の

キーの位置が赤色に変わります。もう一度押す

と解除され、元の黒色に戻ります。 

 

５． ロックするキーをすべて設定した後、 

           

を押します。 

 

 キーロック設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

６． 「▲」、「▼」を押し、キーをロックする

ときは、[はい]を、ロックをしないときは、

[いいえ]を選択します。 

 

７．     を押します。 

 

ロック状態、またはロック解除状態を確定しま

す。 

 

 

 

 

 

 

注意：キーロックする候補を選んだ状

態でもキーロックを「いいえ」にし

た場合は、キーはロックされませ

ん。 

ロックできないキー：選択することは出来ません。 

ロックできるキー：キーを押すとロック候補となります。 

ロック中のキー：もう一度押すとロックが解除されます。 

メニューキーを押した後、キーをロックする確認操作が表示されます。 

 

*1 キーロックできないキー： 
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5.19 設定値を工場出荷時の状態に戻す 

 

保守 - 工場出荷時設定 

 

各 CM、またはシステム全体のメニューのすべ

ての設定を、工場出荷時の状態に戻します。た

だし、目的地データと画像記憶データはそのま

ま残ります。 

 

１． を押します。 

 

２． [保守] － [工場出荷時設定]を選択しま  

    す 

 

 

３．       の「 」を押します。 

 

 

工場出荷時設定ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、指定した CM を初

期化するときは、[CM1]から[CM6]を選

択します。システム全体を初期化すると

きは、[システム全体]を選択します。 

 

「CM1」から「CM6」を選択したときは、言

語選択や単位など各 CM で共通で使用されて

いる設定値は初期化されません。 

「システム全体」を選択したときは、各 CM

で共通で使用されている設定値も含め全ての

設定値が初期化されます。 

 

５． 「 」を押します。 

 

 CM 初期化設定ボックスを表示します。 

 

 

 

６． 「▲」、「▼」を押し、初期化を行うとき

は、[はい]を、初期化をしないときは、[い

いえ]を選択します。 

 

７．     を押します。 

 

「はい」のときは、初期化を行います。 

「いいえ」のときは、メニューを閉じます。 

 

 

 

 

 

5.20 システムの状態を確認する 

 

保守 - システムチェック 

 

自己診断としてパネルテストとLCDテストと

XID があります。 

 

パネルテストは、キーの入力の確認の他、表示

画面上部にシステムの現在の状態が表示され

ます。 

LCD テストは、マス目、白、黒、赤、緑、青

の順にキーを押すごとに、表示が切り替わりま

す。 

XID は、XID 対応送受波器からの受信データを

確認できます。 

 

１． を押します。 

 

２． [保守] － [システムチェック]を選択し

ます。 
 
 
 
３．       の「 」を押します。 

 
 

システムチェック設定ボックスを表示し

ます。 

 

 
 
 

 

 

 

 

  注意：[システム全体]を選択した場合、

初期化後、英文表示となります。 
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注意：パネルの LED は感度つまみ右、

感度つまみ左、CM1～CM6 を押す

と、緑色から赤色に変わります。も

う一度押すと緑色に変わります。ま

た、感度つまみを回すと内部ブザー

が鳴ります。 

４． 「▲」、「▼」を押し、パネルテスト、ま 

たはシステム状態の確認を行うときは、

[パネルテスト]を選択します。LCD のチ

ェックを行うときは、[LCD テスト]を選

択します。XID データを確認するときは、

[XID]を選択します。 

 

 

5.20.1 パネルテスト 
 

パネルテストは、キーの入力の確認、またはシ

ステム状態の確認を行います。 

 

「パネルテスト」を選択し「 」を押すと、パ

ネルテスト画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システム状態は上図の様に画面に表示されま

す。 

 

＊CVS-877D は、Memory の下に

「CVS-877D Type」と表示されます。 

 

キーを押し、キーが認識されると対応した画面

のキーの色が変わります。続けて同じキーを押

すとシステムテスト画面が終了し、システムチ

ェック設定ボックスを表示します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

（１）「RAM」は、RAM チェックを行った結

果を表示します。 

正常ならOK、異常なら NG と表示されま

す。 

（２）「ROM」は、ROM チェックを行った結

果を表示します。 

正常ならOK、異常なら NG と表示されま

す。 

（３）「NMEA1」は、J8 ポートの確認を行

います。パネルテスト画面を表示する時に

確認を行いますので、画面を表示させる前

に治具を取り付けてください。 

未実行ならーー、正常なら OK、異常なら

NGと表示されます。 

（４）「NMEA2」は、J３ポートの確認を行

います。パネルテスト画面を表示する時に

確認を行いますので、画面を表示させる前

に治具を取り付けてください。 

未実行ならーー、正常なら OK、異常なら

NGと表示されます。 
 

 

 

 

 

（５）「Memory」は、内部メモリーの状態を

表示します。 

正常ならOK、異常なら NG と表示されま

す。また、メモリーの使用割合も同時に表

示します。 

（６）「VOLT1」は、+12V ラインの電圧値

を表示します。 

異常範囲の場合、赤色で表示されます。 

（７）「VOLT２」は、電源入力ラインの電圧

値を表示します。この電圧が異常範囲にな

ると警報音が鳴り、警報メッセージが表示

されます。 

異常範囲の場合、赤色で表示されます。 

（８）「TEMP」は、水温センサーの水温を表

示します。 

未接続の場合、赤色で－30.0 と表示され

ます。 

（９）「SPEED」は、常に 0.0kn と表示しま

す。 

（10）「Version」は、システムソフトのバー

ジョン番号を表示します。 

（11）「IPL」は、IPL のバージョン番号を表

示します。 

注意：[NMEA1]、[NMEA2]のポー

トの確認を行うには、専用の治具が

必要です。 
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（12）「Top.ncd」は、FPGA データのバー

ジョンを表示します。 

（13）「Keyboard」は、操作部のソフトウェ

アのバージョンを表示します。 

 

 
5.20.2  LCD テスト 
 

「パネルテスト」と同様の手順でシステムチェ

ック設定ボックスを表示させ、「LCD テスト」

を選択します。 

 

「 」を押すと、マス目が表示されます。 

 

「 」キーを押すごとに表示色が切り替わり、

最後にシステムチェック設定ボックスを表示

します。 

 

 
5.20.3  XID 確認 
 

XID 対応送受波器と通信を行い受信したデー

タを全て表示します。 

 

「パネルテスト」と同様の手順でシステムチェ

ック設定ボックスを表示させ、「XID」を選択

します。 

 

「 」を押すと、XID データの 1/3 ページ目

が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TD の型名、シリアル番号などが分かります。 

 

 

「▼」キーを押すごとに 2/3 ページ目、3/3

ページ目と切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    を押すと表示を閉じます。 

 

 

5.21 プログラムを更新する 

 

保守 - プログラム更新 

 

プログラムを更新する場合に使用します。 

（販売店にお問い合わせください。） 

 

１．    を押します。 

 

２． [保守] － [プログラム更新]を選択しま

す。 

 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

プログラム更新選択ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、パソコンを接続し

て行うときは[パソコン接続]を、SD カー

ドから行うときは[SD カード]を、USB

メモリーから行うときは[USB メモリー]

を選択します。 



CVS-875D/877D 第 5 章 システム設定 

 

0093107073-02   5-27 

 

 

 

 

 

５．      の「 」を押します。 

 

  

プログラム更新設定ボックスを表示しま

す。 
 

６． 「▲」、「▼」を押し、プログラム更新を

するときは、[はい]を、更新をしないとき

は、[いいえ]を選択します。 

 

７．    を押します。 

  

「はい」を選択したときは、プログラム

更新状態となり、「更新中、電源を切らな

いでください」のメッセージが表示され

ます。 

 

「いいえ」を選択した時は、プログラム更

新選択ボックスメニューに戻ります。 
 

８． パソコン、SD カード、または USB メモ

リーからプログラムをダウンロードしま

す。 
 

パソコンからのダウンロードの場合、 

  ダウンロード開始後、本機の「CM」キー

が赤くCM1からCM6に向かって点滅し

ます。 

  ダウンロードが完了したときに、両方の感

度つまみが赤く点灯します。 
 

SD カード、USB メモリーからのダウンロー

ドの場合、 

正常にダウンロードが完了したときに、

「正常に更新されました。電源を入れ直し

てください。」のメッセージが表示されま

す。 

 

９．    を 5 秒ほど押し続けて電源 

 

を切ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.22 設定値をメモリデバイスに保存する 

 

保守 - 設定値データの保存 

 

設定値データを SD カード、またはUSB メモ

リーに保存することができます。 

操作部左側面のスロットに SD カード、または

USB メモリーを挿入後以下の手順で操作をし

てください。 

 

 

 

 

 

     

1.     を押します。 

 

2. [保守] － [設定値データの保存]を選択

します。 

 

 

3.       の「 」を押します。 

 

 

設定値データの保存ボックスを表示します。 

 

 

 

 

 

4. 「▲」、「▼」を押し、SD カードに保存す

るときは[SD カード]を、USB メモリー

に保存するときは[USB メモリー]を選択

します。 

 

 

 

 

注意：プログラム更新が途中で失敗

した場合、一度電源を切ってくだ

さい。再度、電源を投入するとダ

ウンロード待ち状態画面で立ち上

がります。もう一度、項目６から

ダウンロードを行ってください。 

注意：USB メモリーおよび SD カー

ドの抜き差しは、電源を切った状態

で行ってください。 

注意：USB メモリーおよび SD カー

ドの抜き差しは、電源を切った状態

で行ってください。 
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5.       の「 」を押します。 

 
 

設定値データの保存設定ボックスを表示

します。 

 

6. 「▲」、「▼」を押し、データ書き込みをす

るときは、[はい]を、データ書き込みをし

ないときは、[いいえ]を選択します。 

 

7.     を押します。 

  

「はい」を選択したときは、メモリデバ

イスへのデータ書き込み状態となり、「処

理中」のメッセージが表示されます。 

保存が正常に完了した場合、「設定値デー

タの保存が完了しました。」のメッセージ

が表示され、しばらくすると設定値デー

タの保存設定ボックスメニューに戻りま

す。 
 

「いいえ」を選択した時は、設定値データ

の保存設定ボックスメニューに戻ります。 

 

８．    を押してメニューを閉じます。 

 

 

5.23 メモリデバイスから設定値を読み込

む 

 

保守 - 設定値データの反映 

 

設定値データを SD カード、またはUSB メモ

リーから読み込むことができます。 

操作部左側面のスロットに設定値が記憶され

ている SD カード、または USB メモリーを挿

入後以下の手順で操作をしてください。 

 

 

 

 
 
     

１．    を押します。 

 

２． [保守] － [設定値データの反映]を選択

します。 

 

３．      の「 」を押します。 

 

 

設定値データの反映ボックスを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

４． 「▲」、「▼」を押し、SD カードから読み

込みを行うときは[SD カード]を、USB

メモリーから読み込みを行うときは

[USB メモリー]を選択します。 

 

 

５．      の「 」を押します。 

 

  

設定値データの反映設定ボックスを表示

します。 

 

６． 「▲」、「▼」を押し、データ読み込みを

するときは、[はい]を、データ読み込みを

しないときは、[いいえ]を選択します。 

 

７．    を押します。 

 

「はい」を選択したときは、メモリデバ

イスからのデータ読み込み状態となり、

「処理中」のメッセージが表示されます。 

読み込みが正常に完了した場合、「設定値

データの反映が完了しました。電源を入

れ直すと反映されます。」のメッセージが

表示されます。 

 

「いいえ」を選択した時は、設定値データ

の反映設定ボックスに戻ります。 

 

８．    を5秒ほど押し続けて電源を切 

   ります。 

 

 

 

 

 

注意：USB メモリーおよび SD カー

ドの抜き差しは、電源を切った状態

で行ってください。 
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第6章 CCD カメラ 

CCDカメラの映像を表示するには、別途CCD

カメラの本体をご用意の上、ビデオケーブルで

接続してください。 

 

 

6.1 CCD カメラ映像を表示する 

 

メニューなどを操作していない状態で CCD

カメラ映像を表示することができます。 

 

 

１． を、[長押し]しします。 

 

   

  CCD カメラ映像画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． を押します。 

 

 

CCD カメラ映像画面を閉じます。 

 

 

6.1.1 CCD カメラの映像をスクロール
する 

 

拡大したときに CCD カメラに映っている範

囲を上下左右にスクロールして映像を見るた

めの機能です。 

 

CCDカメラ映像画面が表示された状態で操作

することができます。 

 

１．     キーを押し表示したい部分ま 

 

 

で移動させます。 

 

CCDカメラで映っている映像が上下左右にス

クロールします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.1.2 CCD カメラの映像を中央に戻す 
 

スクロールした後に映像の中央に戻したいと

きに使用する機能です。 

 

CCDカメラ映像画面が表示された状態で操作

することができます。 

 

 

１．    を押します。 

 

 

CCD カメラ映像の中央に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

CCD カメラの実際の映像範囲 

CCD カメ

ラ映像画面

の映像 

CCD カメラの映像 

CCD カメ

ラ映像画面

の映像 CCD カメ

ラ映像画面

の映像 

注意：表示している映像の倍率によっ

てはスクロールできない場合があ

ります。 
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6.1.3 CCD カメラの映像を拡大／縮小
する 

 

CCDカメラの映像を拡大して一部分を詳細に

映すためや、縮小して全体を見るための機能で

す。 

 

CCDカメラ映像画面が表示された状態で操作

することができます。 

 

 

１．    の「▲」、「▼」を押します。 

 

 

「▲」キーのときは、映像が拡大します。 

「▼」キーのときは、映像が縮小します。 

 

0.8 倍から 4.0 倍までの範囲で変化します。 

 

拡大率は、CCD カメラ映像画面の左下に表示

されます。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

映像の拡大率 
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注意：SD カード、USB メモリーは

弊社推奨の物をご購入いただく

か、FAT16 または FAT32 でフ

ォーマットされた物をお使いくだ

さい。それ以外のメモリデバイス

での動作は、保障ができません。 

第7章 SDカードとUSBメモリ

ーのデータ 

 

 

 

 

 

 

 

SD カードと USB メモリーに保存されたデー

タは、次のようなフォルダーとファイル名で記

憶されます。 

 

データ種類 フォルダー名  ファイル名 

画像    PICTURE   PIC00001.zip 

PIC00001.inf 

                ｜ 

             PIC00500.zip 

                         PIC00500.inf 

 

目的地      WAYPOINT   WPT00001.wfx 

                              ｜ 

                         WPT00010.wfx 

 

設定値   FXBACKUP FXBACKUP.fx2 

 

 画像ファイルは拡張子が zipと infのファイ

ルが必ずペアで存在します。 

 

 

7.1 記憶する場合 

 

同じファイル名があった場合には、上書されま

す（上書きの警告表示が出ます）。 

上書きされて困る場合には、あらかじめパソコ

ンで別のフォルダーに移動させておいてくだ

さい。 

 

SD カード、USB メモリーへの記憶／呼出操

作は上記のフォルダー名、ファイル名でしか行

えません。 

 

何種類もの保存をしたい場合は、必ずパソコン

で別のフォルダーを作成し、そこにファイルを

まとめて移動させてください。ファイル名は変

更せず、フォルダー単位で管理することをお勧

めします。 

 

7.2 呼び出す場合 

 

何種類もの保存を行ったデータから

CVS-875D/877D に呼出す場合には、呼び

出したいフォルダー、ファイルをパソコンで必

ず前記のフォルダー名、ファイル名に変更して

から操作を行ってください。 

 

7.3 弊社推奨 SD カード 

 

弊社推奨の SD カードの仕様は、以下のとおり

です。 

 

＜準拠規格＞ 

SD Memory Card Specification Part1 

PHYSICAL LAYER SPECIFICATION Ver 

2.0 

＜スピードクラス＞ 

Class 6 

＜コマンドクラス＞ 

Class 10以上 

 

 

7.4 弊社推奨 USB メモリー 

 

弊社推奨の USBメモリーの仕様は、以下のと

おりです。 

 

＜インターフェイス＞ 

Hi-Speed USB2.0 

＜容量＞ 

４GB以上 

 



—このページは空白ですー 
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